
木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

七

木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

中　

谷　

伸　

生

は
じ
め
に

　
「
謹
直
な
生
真
面
さ
」、「
緻
密
な
写
生
」、「
粗
く
て
擦
れ
た
文
人
的
墨
線
」、

「
爽
や
か
な
山
岳
表
現
」、「
藍
を
用
い
た
遠
山
の
形
象
」、「
厳
格
な
中
国
風
人

物
」、「
長
崎
派
の
色
彩
感
覚
」
な
ど
、
蒹
葭
堂
の
絵
画
の
特
徴
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
絵
画
を
一
言
で
簡
潔
に
述
べ
る
の
は
か
な
り

難
し
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ら
の
絵
画
は
、
制
作
時
期
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
、
長
崎
派
風
、
文
人
画
風
、
中
国
の
仇
英
ら
に
見
ら
れ
る
唐
宋
絵
画
を

踏
ま
え
た
独
自
の
明
の
画
風
な
ど
を
混
在
さ
せ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
全
画
業

を
一
定
の
枠
内
に
収
め
て
解
説
す
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

し
ば
し
ば
素
人
風
と
も
指
摘
さ
れ
る
小
画
面
の
文
人
画
な
ど
も
、
そ
の
評
価

を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
間
で
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
明
確
な

評
価
に
言
及
す
る
こ
と
は
回
避
さ
れ
て
き
た
。

　

と
も
か
く
、
蒹
葭
堂
の
作
風
は
多
様
で
、
年
代
に
よ
っ
て
も
大
き
な
相
違

を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
明
快
に
論

じ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
誰
も
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
こ

で
は
、
こ
の
困
難
な
課
題
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
で
き
る
限
り
生
涯
を
貫

く
蒹
葭
堂
の
画
風
を
明
ら
か
に
し
、
一
定
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
説
明
を
行
っ

て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
「
貫
く
も
の
」
と

は
何
か
を
吟
味
し
て
、
一
つ
の
試
論
を
提
供
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

さ
て
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
知
識
人
で
あ
り
、
本
草
学
や
物
産
学
に
力

を
入
れ
、
各
種
の
出
版
に
も
関
わ
っ
た
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六－

一
八
〇

二
）
は
、
い
わ
ゆ
る
文
人
と
し
て
絵
画
も
描
い
た
。
蒹
葭
堂
の
絵
画
は
、
小

画
面
の
作
品
も
多
く
、
素
人
風
の
絵
画
だ
と
低
く
見
ら
れ
が
ち
で
、
日
本
美

術
史
上
で
は
安
定
し
た
評
価
を
与
え
ら
れ
ず
に
今
日
に
至
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
一
月
十
五
日
か
ら

二
月
二
十
四
日
ま
で
、
大
阪
歴
史
博
物
館
で
「
特
別
展 

没
後
二
〇
〇
年
記
念 

な
に
わ
知
の
巨
人 

木
村
蒹
葭
堂
」
展
が
開
催
さ
れ
、
初
め
て
と
い
っ
て
よ
い

本
格
的
な
蒹
葭
堂
の
展
覧
会
が
実
現
し
た
。

　

そ
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
は
、
蒹
葭
堂
の
生
涯
に
わ
た
る
膨
大
な



八

業
績
が
紹
介
さ
れ
、
当
代
の
知
識
人
た
ち
、
た
と
え
ば
、
大
典
顕
常
、
片
山

北
海
、
小
野
蘭
山
、
大
田
南
畝
、
上
田
秋
成
、
中
井
竹
山
、
細
合
半
齋
、
松

浦
静
山
、
加
え
て
売
茶
翁
な
ど
と
関
わ
り
が
あ
る
博
物
学
を
始
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
業
績
が
開
陳
さ
れ
た
。
画
家
た
ち
と
の
交
流
と
し
て
は
、
鶴
亭
、

池
大
雅
、
柳
澤
淇
園
、
伊
藤
若
冲
、
そ
し
て
、
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
の
か
ど

う
か
、
い
さ
さ
か
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
大
岡
春
卜
ら
を
は
じ
め
と
す

る
多
数
の
画
家
た
ち
と
の
交
流
が
あ
っ
た
。
増
山
雪
斎
、
十
時
梅
崖
、
中
井

藍
江
、
岡
田
米
山
人
、
岡
田
半
江
、
桑
山
玉
洲
、
野
呂
介
石
、
与
謝
蕪
村
、

司
馬
江
漢
、
青
木
木
米
、
佐
竹
噲
々
、
浦
上
玉
堂
、
浦
上
春
琴
、
釧
雲
泉
、

谷
文
晁
、
林

苑
、
渕
上
旭
江
、
石
川
大
浪
、
森
狙
仙
か
ら
耳
鳥
齋
に
至
る

ま
で
、
そ
の
交
際
範
囲
は
広
か
っ
た
。
加
え
て
、
米
友
仁
、
仇
英
、
藍
瑛
、

郭
熈
、
沈
南
蘋
、
鄭
培
を
始
め
と
す
る
中
国
画
家
た
ち
に
つ
い
て
の
造
詣
も

深
く
、
清
初
に
出
版
さ
れ
た
『
芥
子
園
画
伝
』
な
ど
の
図
様
が
、
蒹
葭
堂
の

作
風
に
大
な
り
小
な
り
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
没
後
二
〇
〇
年
記
念 

木
村
蒹
葭
堂
』
展
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
橋
爪

節
也
氏
の
論
考
「
木
村
蒹
葭
堂
の
画
業
に
つ
い
て）

1
（

」
は
、
上
記
の
画
家
た
ち

と
の
影
響
関
係
に
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
論
考
は
ま
た
、
小
論
と
は

い
え
、
ほ
と
ん
ど
初
め
て
と
い
っ
て
よ
い
蒹
葭
堂
の
絵
画
の
全
容
に
迫
る
貴

重
な
紹
介
と
な
っ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
展
覧
会
を
担
当
し
、
展
覧
会
図

録
の
論
文
と
作
品
解
説
に
携
わ
っ
た
橋
爪
節
也
氏
と
松
浦
清
氏
の
解
説
を
道

案
内
に
し
て
、
蒹
葭
堂
の
画
業
を
貫
い
て
い
る
特
質
を
抉
り
出
す
こ
と
で
、

結
局
、
蒹
葭
堂
と
は
如
何
な
る
絵
師
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
画
業
の

全
体
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
、
そ
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
展
覧
会
出
品
作
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

他
の
未
紹
介
の
絵
画
も
加
え
て
紹
介
す
る
。
ま
た
、
蒹
葭
堂
が
直
接
に
関
係

し
た
江
戸
時
代
の
画
家
た
ち
や
、
敬
愛
し
た
中
国
の
画
家
た
ち
と
の
交
流
に

つ
い
て
も
、
で
き
る
限
り
言
及
し
て
み
た
い
。

一
、
蒹
葭
堂
の
初
期
作
品

　

蒹
葭
堂
が
制
作
し
た
絵
画
の
中
で
、
年
記
の
入
っ
た
作
品
は
数
少
な
い
。

と
り
わ
け
、
三
十
歳
代
後
半
か
ら
五
十
歳
代
に
至
る
最
も
旺
盛
な
活
動
期
の

作
品
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
方
、
二
十
歳
代
か
ら
三
十
歳
代
前

半
の
年
紀
の
入
っ
た
作
品
は
、
少
数
な
が
ら
遺
存
し
て
お
り
、
蒹
葭
堂
の
初

期
の
活
動
を
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
ま
た
、
晩
年

の
六
十
歳
代
の
年
記
の
入
っ
た
作
品
も
あ
る
程
度
遺
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

晩
年
の
蒹
葭
堂
の
作
風
も
一
定
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

以
上
の
制
約
の
中
で
、
ま
ず
、
二
十
歳
代
の
初
期
作
品
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
最
も
重
要
な
作
品
の
一
点
《
桃
花
図
》（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）〔
没
後

二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
47
〕〔
図
1
〕
は
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）、

蒹
葭
堂
二
十
二
歳
の
初
期
作
品
で
あ
る
が
、
画
面
左
か
ら
太
い
桃
の
枝
が
伸

び
る
花
鳥
画
で
あ
る
。
咲
き
乱
れ
る
桃
の
花
は
、
賑
や
か
し
く
華
や
か
で
あ

る
。
画
面
の
背
景
は
無
地
で
、
画
面
下
に
「
宝
暦
丁
丑
仲
春
写
於
蒹
葭
堂
臨

江
逸
人
」
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
。「
木
弘
恭
印
」
の
白
文
方
印
と
「
字
余
曰
世

粛
」
の
白
文
方
印
、
そ
し
て
関
防
に
文
字
不
明
の
白
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い



木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

九

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
作
品
は
、
蒹
葭
堂
初
期
の
活
動
を
知
る
上
で
最
も
貴

重
な
絵
画
で
あ
る
。

　
「
木
弘
恭
印
」
の
白
文
方
印
の
「
弘
」
の
字
は
、
長
ら
く
「
孔
」
と
読
ま
れ

て
き
た
が
、
松
浦
清
氏
に
よ
っ
て
「
弘
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た）

2
（

。

遺
存
す
る
初
期
作
品
の
中
で
年
紀
の
入
っ
た
三
作
品
、
つ
ま
り
《
桃
花
図
》、

《
山
水
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
48
〕、《
山
水
図
》〔
没
後
二
〇

〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
49
〕
に
「
木
弘
」
の
印
章
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
二

十
歳
代
か
ら
三
十
歳
代
前
半
の
蒹
葭
堂
の
絵
画
の
重
要
な
特
徴
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
落
款
か
ら
見
る
限
り
、「
孔
恭
」
の
墨
書
で
は
な
く
、「
臨
江
逸
人
」

と
い
う
署
名
か
ら
、
初
期
の
蒹
葭
堂
は
、
落
款
を
ど
の
よ
う
に
記
す
か
に
つ

い
て
、
未
だ
思
案
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
孔
恭
」
の
墨
書
に
よ
る
款

記
と
印
章
が
登
場
し
た
頃
か
ら
、
蒹
葭
堂
の
絵
画
が
一
定
の
方
向
性
を
も
つ

こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。「
弘
」
の
字
を
正
確
に
読
み
込
ん
だ
松
浦
清
氏

の
成
果
は
、
蒹
葭
堂
研
究
史
上
に
お
い
て
も
出
色
の
業
績
で
あ
る
。

　

こ
の
《
桃
花
図
》
の
作
風
は
、
一
瞥
で
蒹
葭
堂
に
絵
画
を
教
え
た
鶴
亭
の

花
鳥
図
を
想
起
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
沈
南
蘋
風
に
背
景
を
無
地
に
し
た
折
枝

画
の
体
裁
で
、
画
面
い
っ
ぱ
い
に
桃
の
枝
の
部
分
が
描
か
れ
て
い
る
。
緑
色

が
か
っ
た
灰
色
を
用
い
て
、
垂
れ
下
が
る
枝
を
付
立
風
に
肉
太
く
描
い
て
い

る
が
、
そ
の
枝
の
描
写
は
、
鶴
亭
の
そ
れ
の
よ
う
な
鋭
さ
を
示
す
も
の
で
は

な
く
、
穏
や
か
で
品
格
の
あ
る
形
態
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
枝
に
繁
茂
す
る

小
さ
な
葉
の
形
態
が
、
画
面
全
体
に
広
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
多
少
と
も

繊
細
で
あ
る
。
ま
た
、
三
十
以
上
に
も
及
ぶ
桃
の
花
は
、
花
弁
ま
で
丁
寧
に

描
か
れ
て
い
て
、
鶴
亭
風
の
写
生
的
要
素
を
増
し
て
い
る
。
画
面
全
体
と
し

て
は
平
面
的
に
見
え
る
と
は
い
え
、
桃
の
枝
は
厚
み
を
示
す
。
全
体
的
に
見

て
、
二
十
歳
代
の
蒹
葭
堂
が
、
鶴
亭
の
画
風
か
ら
、
如
何
に
多
く
を
学
ぼ
う

と
し
て
い
た
か
を
例
証
す
る
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。

　

次
に
《
山
水
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
48
〕〔
図
2
〕
で
あ

る
が
、
画
面
右
下
に
山
野
の
奥
深
さ
を
詠
う
五
言
律
詩
の
画
賛
が
あ
り
、「
臨

江
逸
人
写
併
題
」
の
款
記
及
び
「
木
弘
恭
」
の
白
文
方
印
と
「
世
粛
氏
」
の

白
文
方
印
が
見
ら
れ
る
。
関
防
に
「
臨
江
」
の
白
文
長
方
印
が
捺
さ
れ
た
。

「
臨
江
逸
人
」
の
款
記
か
ら
松
浦
氏
は
、《
桃
花
図
》
と
同
様
の
初
期
作
品
だ

と
述
べ
て
い
る）

3
（

。
推
測
す
る
と
こ
ろ
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
前
後
の
二

十
歳
代
始
め
頃
か
ら
三
十
歳
頃
ま
で
の
作
品
だ
と
考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。

　

画
中
の
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
に
は
丸
味
が
施
さ
れ
て
お
り
、
立
体
感
あ
ふ
れ

る
山
岳
や
土
坡
の
描
写
が
見
ら
れ
、
文
人
画
風
の
簡
略
に
さ
れ
た
家
並
が
点

在
す
る
。
暖
か
い
緑
色
を
利
か
し
た
山
水
図
と
な
っ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ

き
は
林
立
す
る
樹
木
の
形
態
で
あ
ろ
う
。
こ
の
樹
葉
の
特
徴
は
、
複
数
の
木

の
葉
を
墨
の
濃
淡
を
交
え
て
描
き
分
け
、
点
葉
の
美
し
さ
を
示
し
つ
つ
、
群

葉
の
密
集
し
た
姿
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
、
精
彩
に
富
む
樹

葉
を
得
意
と
し
た
文
人
画
家
、
池
大
雅
（
一
七
二
三－

一
七
七
六
）
の
樹
木

に
通
じ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
画
面
中
央
右
に
描
か
れ
た

複
数
の
樹
木
の
集
合
す
る
形
態
描
写
は
、
か
な
り
大
雅
風
で
あ
る
。
加
え
て
、

奥
へ
奥
へ
と
展
開
す
る
山
岳
風
景
も
、
大
雅
の
深
奥
空
間
の
描
写
に
幾
分
近



一
〇

い
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
画
面
中
央
の
山
並
と
、

彼
方
の
山
岳
と
の
間
の
距
離
の
深
さ
の
こ
と
で
あ
る
。
山
水
図
に
お
い
て
蒹

葭
堂
は
、
生
涯
、
奥
行
と
い
う
空
間
表
現
を
忘
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
は
師
の
大
雅
に
よ
る
教
え
を
守
り
続
け
た
結
果
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　

か
つ
て
、
吉
澤
忠
氏
は
、
蒹
葭
堂
の
《
山
水
遊
漁
図
》〔
図
44
〕
を
『
國

華
』
八
六
八
号
（
昭
和
三
十
九
年
刊
）
で
紹
介
し
、
そ
の
解
説
に
お
い
て
「
蒹

葭
堂
の
畫
は
、
重
苦
し
い
氣
分
に
つ
つ
ま
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
、
大
雅

の
影
響
は
さ
ほ
ど
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い）

4
（

。」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
吉
澤
氏

の
解
説
は
、
未
だ
蒹
葭
堂
の
作
品
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
昭
和

三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
と
い
う
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
の
研
究
者
は
、

大
雅
の
影
響
を
示
す
作
品
を
見
る
機
会
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く

と
も
、
こ
の
《
山
水
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年
記
念 

蒹
葭
堂
展 

図
版
48
〕〔
図

2
〕
に
は
重
苦
し
い
印
象
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

続
い
て
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
十
一
月
、
二
十
四
歳
の
と
き
に
描
か

れ
た
《
山
水
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
49
〕〔
図
3
〕
は
、
爽

や
か
で
明
る
い
作
風
で
あ
る
。
と
も
か
く
ま
と
ま
り
が
良
い
。
大
雅
風
の
描

写
と
も
思
え
る
部
分
も
見
ら
れ
る
が
、
大
雅
と
は
か
な
り
距
離
が
あ
る
。
精

細
で
き
ち
っ
と
し
た
形
態
描
写
は
、
大
雅
の
弟
子
の
青
木
夙
夜
の
画
面
を
想

起
さ
せ
る
よ
う
で
も
あ
る
。
最
奥
の
彼
方
に
描
か
れ
た
藍
に
よ
る
山
の
形
態

は
、
蒹
葭
堂
の
山
水
図
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
謹
直
簡
潔
な
特
質
を
示
し
て

い
る
。
中
景
の
土
手
の
形
態
は
、
立
体
感
の
あ
る
も
の
で
、
先
に
紹
介
し
た

《
山
水
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
48
〕〔
図
2
〕
の
そ
れ
と
類
似

し
て
お
り
、
蒹
葭
堂
の
初
期
作
品
の
実
験
的
作
風
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
水

辺
に
刷
か
れ
た
薄
い
藍
が
清
澄
さ
を
増
し
て
い
る
。
は
る
か
彼
方
へ
と
導
い

て
ゆ
く
風
景
描
写
の
構
成
は
、
大
雅
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
と
も

か
く
、
蒹
葭
堂
の
絵
画
に
特
徴
的
な
要
素
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
清
澄

な
印
象
は
、
年
代
に
よ
っ
て
見
え
隠
れ
し
つ
つ
も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
蒹
葭

堂
が
保
持
し
た
特
質
で
、
こ
れ
を
基
準
に
据
え
れ
ば
、
真
贋
の
判
定
に
し
ば

し
ば
役
に
立
つ
。
画
面
左
中
央
に
「
宝
暦
己
卯
仲
冬
於
蒹
葭
艸
堂
木
弘
写
」

の
墨
書
が
あ
り
、「
弘
」「
恭
」
の
朱
文
連
印
が
捺
さ
れ
た
。
画
面
上
部
に
は
、

親
し
い
仲
間
の
大
典
顕
常
に
よ
る
五
言
絶
句
の
賛
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
松
浦
清
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
木
弘
恭
写
」
の
署
名
か
ら
二

十
歳
代
の
制
作
と
推
測
さ
れ
る
紙
本
墨
画
《
夜
深
斜
舫
月
図
》〔
没
後
二
〇
〇

年 

蒹
葭
堂
展
図
版
50
〕〔
図
4
〕
は
、
夜
景
を
描
い
た
「
独
釣
図
」
と
い
っ

て
も
よ
い
山
水
図
で
、
中
景
に
た
な
び
く
靄
の
よ
う
な
軟
ら
か
い
点
描
風
の

描
写
は
、
夜
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
か
ら
左
方
向
へ
突
き

出
す
山
岳
の
形
態
は
、
蒹
葭
堂
が
終
生
も
ち
つ
づ
け
た
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
で

あ
る
が
、
絵
画
全
体
の
印
象
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
作
品

か
を
解
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
比
較
的
乱
雑
に
引
か
れ
た
と
感
じ
ら

れ
る
墨
線
は
、
蒹
葭
堂
の
水
墨
山
水
図
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
鶴
亭

風
の
緻
密
さ
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
幅
の
あ
る
制
作
活
動
を
行
っ
た
蒹
葭

堂
の
振
幅
を
垣
間
見
せ
る
作
例
の
ひ
と
つ
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
画
面
右
上
に

「
夜
深
斜
舫
月
木
弘
恭
写
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
巽
齋
」
の
朱
文
楕
円
印
が
捺



木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

一
一

さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
蒹
葭
堂
の
初
期
作
品
の
特
質
を
ま
と
め
る
と
、
鶴
亭
の
影
響
を
受

け
て
、
長
崎
派
風
の
写
生
的
な
画
技
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
一
方
で
、

奥
行
き
の
あ
る
大
き
な
空
間
や
点
描
風
の
樹
木
の
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
な
ど
、

大
雅
の
山
水
図
の
描
写
法
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か

も
、
蒹
葭
堂
の
生
涯
に
わ
た
る
清
澄
な
山
水
図
が
す
で
に
実
現
し
て
い
る
こ

と
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
、
初
期
の
蒹
葭
堂
の
制
作
活
動
の

一
端
が
、
多
少
な
り
と
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
蒹
葭
堂
の
三
十
歳
代
前
半
の
作
品

　
「
木
孔
恭
」
の
署
名
が
登
場
す
る
三
十
歳
代
前
半
に
お
け
る
蒹
葭
堂
の
作
品

が
三
点
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
三
十
二
歳

に
制
作
さ
れ
た
紙
本
著
色
の
《
藍
瑛
模
山
水
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂

展
図
版
51
〕〔
図
5
〕
は
、
多
く
の
蒹
葭
堂
の
作
品
と
は
異
な
る
輪
郭
線
を
強

調
し
た
絵
画
で
あ
る
。
山
岳
か
ら
家
並
、
そ
し
て
樹
木
に
至
る
ま
で
、
す
べ

て
明
確
な
輪
郭
線
で
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
明
末
清
初
に
活
動
し
た
藍

瑛
に
つ
い
て
の
学
習
の
成
果
か
も
知
れ
な
い
。
浙
派
の
画
家
で
あ
り
な
が
ら
、

呉
派
の
文
人
画
を
も
採
り
入
れ
た
藍
瑛
は
、
折
衷
的
な
新
様
式
を
作
り
上
げ

た
画
家
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
短
く
て
鋭
く
濃
い
墨
線
を
随
所
で
駆
使

し
な
が
ら
、
全
体
的
に
彫
塑
的
な
ご
つ
ご
つ
と
し
た
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
を
目

立
た
せ
て
お
り
、
蒹
葭
堂
に
お
け
る
中
国
絵
画
へ
の
憧
憬
が
端
的
に
認
め
ら

れ
る
作
風
に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
蒹
葭
堂
風
と
は
異
な
る
も
の
で
、
学

習
の
た
め
の
実
験
的
作
品
で
あ
ろ
う
。
画
面
右
上
に
「
明
和
丁
亥
秋
八
月
既

望 

浪
華
木
孔
恭
模
写
」
の
墨
書
が
あ
り
、
大
雅
に
よ
っ
て
刻
さ
れ
た
「
世

粛
」
の
朱
文
方
印
及
び
「
蒹
葭
」
の
白
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る）

5
（

。

　

次
に
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）、
三
十
二
歳
の
と
き
に
描
か
れ
た
紙
本
墨
画

淡
彩
《
山
水
図
長
巻
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
53
〕〔
図
6
〕
で

は
、
密
集
す
る
林
の
描
写
が
印
象
深
く
、
大
雅
風
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な

い
。
斜
め
に
傾
き
な
が
ら
上
方
へ
と
瀟
洒
に
伸
び
広
が
る
柳
の
描
写
は
、
初

期
の
大
雅
に
見
ら
れ
る
樹
木
の
形
態
に
も
多
少
似
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
を

埋
め
尽
く
す
、
い
さ
さ
か
う
る
さ
い
形
態
描
写
は
、
山
岳
を
幾
重
に
も
畳
み

掛
け
る
よ
う
な
印
象
を
醸
し
出
し
て
お
り
、
こ
の
煩
瑣
な
形
態
描
写
は
、
明

代
中
期
に
活
動
し
た
呉
派
文
人
画
家
の
文
徴
明
の
作
風
に
も
近
い
と
主
張
す

る
の
は
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。「
巽
」「
齋
」
の
朱
文
楕
円
印
と
「
孔
恭
」

の
白
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
て
、
初
期
の
蒹
葭
堂
か
ら
の
脱
却
が
指
摘
で
き

る
。

　

続
い
て
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）、
三
十
四
歳
の
と
き
に
描
か
れ
た
絹
本
著

色
《
山
水
図
（
明
和
南
宗
画
帖
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
56
〕〔
図
7
〕
で
は
、
樹
木
の
幹
の
描
写
を
除
い
て
ほ
と
ん

ど
が
点
描
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
大
雅
風
と
い
う
よ
り
は
、
清
朝
の
南
宗
画

（
文
人
画
）
の
基
本
的
な
作
風
と
な
っ
て
お
り
、
三
十
歳
代
前
半
の
蒹
葭
堂

が
、
中
国
絵
画
の
研
鑚
を
積
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
湖
水
に
浮
か
ぶ
小

舟
と
、
そ
れ
を
迎
え
る
よ
う
に
崖
の
突
端
に
立
つ
紅
一
点
な
ら
ぬ
白
一
点
の

白
鳥
の
姿
は
繊
細
で
あ
る
。
山
岳
の
岩
石
を
形
づ
く
る
輪
郭
は
す
べ
て
点
描



一
二

風
で
、
そ
の
効
果
が
画
面
全
体
に
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
を
与
え
て
い
る
。
こ

の
画
帖
は
、
鶴
亭
、
宋
紫
石
、
建
部
凌
岱
、
田
能
村
竹
田
な
ど
に
よ
る
計
二

十
四
図
を
集
め
た
画
帖
に
さ
れ
た）

6
（

。
蒹
葭
堂
が
担
当
し
た
こ
の
山
水
図
に
は
、

画
面
左
上
に
「
己
丑
冬
日
写
於
蒹
葭
堂
草
中
木
孔
恭
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
世
」

「
粛
」
の
朱
文
連
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
同
年
の
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）、
三
十
四
歳
の
と
き
に
制
作
さ

れ
た
絹
本
著
色
《
牡
丹
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
58
〕〔
図
8
〕

で
は
、
画
面
中
央
に
幾
何
学
的
な
奇
石
が
佇
立
し
て
い
る
。
そ
の
石
を
取
り

巻
く
よ
う
に
牡
丹
の
群
葉
と
あ
で
や
か
に
開
い
た
牡
丹
の
花
、
そ
し
て
開
き

か
け
た
蕾
が
見
ら
れ
る
。
上
部
に
は
、
枝
分
か
れ
し
つ
つ
空
を
目
指
し
て
伸

び
る
一
本
の
枝
と
小
さ
な
蕾
が
配
置
さ
れ
た
。
全
体
の
印
象
と
し
て
は
、
師

の
鶴
亭
の
幾
何
学
的
な
形
態
描
写
を
想
起
さ
せ
る
が
、
橋
爪
氏
も
理
知
的
な

性
格
を
指
摘
し
つ
つ
、「
三
〇
歳
前
半
ま
で
の
蒹
葭
堂
に
と
っ
て
の
鶴
亭
の
影

響
の
大
き
さ
を
伝
え
て
い
る）

7
（

。」
作
品
だ
、
と
解
説
し
て
い
る
。
画
面
左
上
に

「
己
丑
五
月
遜
齋
恭
写
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
木
孔
恭
印
」
の
白
文
方
印
、「
世

粛
父
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

基
本
的
に
三
十
歳
代
前
半
の
蒹
葭
堂
は
、
鶴
亭
や
大
雅
の
影
響
を
受
け
な

が
ら
も
、
古
典
的
な
中
国
絵
画
の
研
究
に
向
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
年
の

作
風
と
比
較
し
て
、
こ
の
時
期
の
作
品
は
実
験
模
作
的
性
格
を
色
濃
く
示
し

て
い
る
と
い
え
る
は
ず
で
あ
る
。

三
、
蒹
葭
堂
四
十
歳
代
後
半
か
ら
五
十
歳
代
前
半
の
作
品

　

真
贋
の
判
定
で
議
論
の
分
か
れ
る
五
十
歳
前
後
の
作
品
が
遺
存
し
て
い
る

が
、
四
十
歳
代
か
ら
五
十
歳
代
に
至
る
蒹
葭
堂
の
作
品
で
確
認
で
き
る
も
の

は
少
な
い
た
め
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
絵
画
は
、
研
究
者
間
で
真
贋
に
つ
い
て

の
議
論
が
分
か
れ
る
に
し
て
も
、
非
常
に
重
要
だ
と
い
え
る
。

　

ま
ず
、
画
面
上
部
に
あ
る
皆
川
淇
園
に
よ
る
賛
の
年
記
に
基
づ
い
て
、
天

明
四
年
（
一
七
八
四
）
頃
の
四
十
九
歳
頃
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
紙

本
墨
画
《
夏
山
欲
雨
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
59
〕〔
図
9
〕

は
、
蒹
葭
堂
の
基
準
と
な
る
印
章
を
捺
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
署
名
が
な

い
た
め
、
真
贋
判
定
の
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
次

に
紹
介
す
る
《
米
法
山
水
図
》
と
同
様
に
、
米
点
を
重
ね
た
技
法
を
用
い
て

い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
蒹
葭
堂
が
米
法
山
水

に
関
心
を
抱
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
ず

か
な
状
況
証
拠
の
み
で
の
主
張
は
決
定
打
と
は
い
え
な
い
た
め
、
こ
の
作
品

の
真
贋
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不
明
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
完
全

に
贋
作
だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
な
い
興
味
深
い
作
例
だ
と
い
え
る
。
画
面
左

下
に
「
木
孔
恭
印
」
の
白
文
方
印
と
「
木
氏
世
粛
」
の
白
文
方
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
。

　

も
う
一
点
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
五
十
一
歳
の
作
で
、
絖
本
墨
画
《
米

法
山
水
図
》（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

不
出
品
〕

〔
図
10
〕
が
遺
存
し
て
い
る
。
上
部
左
の
墨
書
か
ら
、
こ
の
絵
画
は
小
倉
東
渓



木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

一
三

の
た
め
に
宋
の
米
友
仁
の
筆
意
に
倣
っ
て
描
か
れ
た
と
い
う
。
落
款
の
右
に

は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
奥
田
元
継
に
よ
っ
て
墨
書
さ
れ
た
題
詩
が
あ

り
、
そ
の
右
に
細
合
半
斎
の
題
詩
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
派
の
画
家
で

讃
岐
出
身
の
東
渓
は
、
ま
ず
半
齋
に
題
詩
を
依
頼
し
、
次
に
元
継
に
賛
を
求

め
た
。
元
継
の
賛
に
は
「
丁
巳
季
秋
日
拙
古
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
着
賛
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
画
面
に
は
、

長
い
墨
線
を
引
か
ず
に
、
筆
の
側
面
を
使
っ
て
点
描
風
に
山
や
樹
木
を
か
た

ち
づ
く
る
、
い
わ
ゆ
る
米
友
仁
風
の
米
法
山
水
の
技
法
が
見
ら
れ
、
画
面
下

方
に
人
家
を
、
そ
の
上
部
に
石
橋
と
馬
に
乗
っ
て
橋
を
渡
る
人
物
が
配
置
さ

れ
た
。
画
面
上
方
で
は
、
遙
か
彼
方
へ
と
向
か
う
湖
水
と
山
並
み
が
描
か
れ
、

巧
み
な
遠
近
表
現
と
大
き
な
空
間
が
広
が
る
。
手
前
の
山
に
は
比
較
的
大
き

な
点
描
を
用
い
、
彼
方
の
山
に
は
よ
り
小
さ
な
点
描
を
用
い
る
な
ど
、
丁
寧

に
制
作
さ
れ
た
山
水
図
と
な
っ
て
い
る
。
真
贋
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
蒹
葭

堂
と
特
に
親
し
か
っ
た
細
合
半
斎
と
奥
田
元
継
が
画
面
に
賛
を
入
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
贋
作
の
可
能
性
は
少
な
い
と
い
っ
て
お
く
。
軸
裏
に
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
に
表
装
が
な
さ
れ
た
と
い
う
墨
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
の
小

品
の
《
山
水
図
》（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）〔
図
11
〕
と
一
緒
に
東
京
の
骨
董

商
が
売
り
に
出
し
た
作
品
で
あ
る
。
画
面
上
部
右
に
「
丙
午
春
日
為
東
渓
□

詞
兄
倣
小
米
筆
意
孔
恭
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
孔
恭
」
の
白
文
方
印
及
び
「
世

粛
」
の
白
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
2
点
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
真
贋
を
含
め
て
議
論
が
か
し
ま
し
い

が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
両
作
品
と
も
に
大
ら
か
な
点
描
風
の
米
点
を
用
い

て
い
る
。
四
十
歳
代
後
半
か
ら
五
十
歳
代
前
半
の
蒹
葭
堂
は
、
米
友
仁
の
米

法
山
水
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
蒹
葭
堂
の
六
十
歳
代
前
半
（
晩
年
）
の
作
品

　

中
期
か
ら
後
期
の
年
紀
が
入
っ
た
蒹
葭
堂
の
絵
画
は
少
な
く
、
少
数
で
は

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
る
六
十
歳
代
の
晩
年
と
確
定
で
き
る
絵

画
が
、
少
な
く
と
も
十
点
ほ
ど
遺
存
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）、
六
十
一
歳
の
と
き
の
絵
画
で
絖
本
墨
画

淡
彩
《
山
水
図
》（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

不

出
品
〕〔
図
11
〕
で
は
、
擦
れ
る
渇
筆
で
描
か
れ
、
独
特
の
印
象
を
与
え
る
風

景
が
、
奥
へ
奥
へ
と
観
者
の
視
線
を
導
い
て
ゆ
く
。
繰
り
返
し
引
か
れ
た
樹

木
の
幹
や
枝
の
線
描
な
ど
、
蒹
葭
堂
ら
し
い
筆
使
い
を
示
し
て
い
る
。
彼
方

の
山
に
薄
い
藍
を
刷
い
た
あ
た
り
は
、
い
か
に
も
蒹
葭
堂
の
特
質
だ
と
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。《
米
法
山
水
図
》（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
と
と
も

に
、
東
京
の
骨
董
商
が
売
り
に
出
し
た
作
品
で
あ
る
。
画
面
左
に
「
寛
政
丙

辰
春
三
月
写
為
観
月
堂
主 

巽
齋
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
世
」「
粛
」
の
朱
文
連

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。「
世
」「
粛
」
の
印
章
は
複
数
遺
存
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
真
贋
判
定
は
微
妙
で
あ
る
。

　

次
に
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）、
六
十
一
歳
の
と
き
の
画
帖
で
絹
本
墨
画

《
名
花
十
二
客
画
帖
》（
個
人
蔵
）〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

不
出
品
〕

〔
図
12
〕
は
、
近
藤
壮
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
作
品
で
、
牡
丹
や
梅

な
ど
計
十
二
の
草
花
を
そ
れ
ぞ
れ
一
種
類
づ
つ
十
二
の
画
面
に
描
い
た
も
の



一
四

で
あ
る）

8
（

。
最
後
の
十
二
図
「
芍
薬
」
の
場
面
左
下
に
「
近
客 

丙
辰
冬
抄 

遜

齋
写
」
の
墨
書
が
あ
り
、
続
い
て
「
世
」「
粛
」
の
朱
文
連
印
が
捺
さ
れ
て
い

る
。
水
墨
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
筆
致
を
縦
横
に
駆
使
し
た
絵
画
で
、
蒹
葭
堂

ら
し
い
理
知
的
か
つ
生
真
面
目
な
作
風
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）、
六
十
二
歳
の
と
き
の
絵
画
で
絹
本
著
色

《
枇
杷
に
小
禽
図
（
花
鳥
人
物
画
帖
の
内
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図

版
68
〕〔
図
13
〕
で
は
、
明
確
な
形
象
の
表
現
に
よ
っ
て
、
す
っ
き
り
と
し
た

小
鳥
と
枇
杷
が
描
か
れ
た
。
初
期
の
蒹
葭
堂
が
決
定
的
な
影
響
を
受
け
た
師

の
鶴
亭
の
作
風
に
近
似
し
て
い
る
が
、
熊
斐
の
弟
子
で
あ
っ
た
鶴
亭
と
兄
弟

弟
子
の
宋
紫
石
の
作
風
を
も
想
起
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
無
地
の
背
景
に

刷
か
れ
た
薄
い
藍
は
、
宋
紫
石
も
好
ん
だ
長
崎
派
の
手
法
で
あ
る
。
一
方
、

こ
こ
で
は
明
確
な
輪
郭
線
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
形
態
モ
テ
ィ

ー
フ
の
配
置
な
ど
は
、
た
と
え
ば
十
八
世
紀
清
代
の
沈
南
蘋
筆
《
花
鳥
動
物

図
》
の
作
風
に
も
か
な
り
近
い
。
鶴
亭
、
宋
紫
石
、
沈
南
蘋
の
そ
れ
ぞ
れ
に

共
通
す
る
南
蘋
派
・
長
崎
派
の
典
型
的
な
絵
画
で
あ
る
。
枇
杷
の
葉
や
実
の

陰
影
の
表
現
は
、
写
生
的
な
特
質
を
誇
示
し
て
お
り
、
晩
年
の
蒹
葭
堂
が
再

び
長
崎
派
の
写
生
的
な
作
風
に
関
心
を
抱
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
画

面
左
上
に
「
丁
巳
仲
春
写
於
澄
心
齋
中 

孔
恭
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
孔
恭
」

「
世
粛
」
の
白
文
方
印
及
び
遊
印
「
蒹
葭
」
の
朱
文
長
方
印
を
捺
す
。

　

続
い
て
、
同
じ
く
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）、
六
十
二
歳
の
と
き
の
絵
画
で

紙
本
著
色
《

枝
小
禽
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
70
〕〔
図
14
〕

で
は
、
先
に
紹
介
し
た
《
枇
杷
に
小
禽
図
（
花
鳥
人
物
画
帖
の
内
）》
と
よ
く

似
た
花
鳥
図
で
、
橋
爪
氏
に
よ
れ
ば
、「
初
期
の
明
る
い
鶴
亭
風
で
は
な
く
、

宋
紫
石
を
思
わ
せ
る
独
特
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
る）

9
（

。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

蒹
葭
堂
は
江
戸
で
宋
紫
石
に
会
っ
て
お
り
、
宋
紫
石
か
ら
の
影
響
の
可
能
性

が
高
い
。
宋
紫
石
と
の
関
係
と
し
て
は
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）、
三
十
四

歳
の
と
き
に
描
か
れ
た
《
山
水
図
（
明
和
南
宗
画
帖
）》（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
56
〕〔
図
7
〕
に
お
い
て
、
鶴
亭
や

田
能
村
竹
田
ら
と
並
ん
で
、
宋
紫
石
と
一
緒
に
作
品
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

蒹
葭
堂
と
紫
石
と
の
関
係
を
仄
め
か
す
。
縦
長
の
画
面
に
大
胆
に
描
か
れ
た

枝
の
幹
と
枝
と
実
、
そ
し
て
、
宙
を
舞
う
二
匹
の
小
鳥
の
効
果
的
な
構
成

は
、
細
部
の
鋭
い
形
態
描
写
と
相
俟
っ
て
、
絵
画
技
術
の
円
熟
を
仄
め
か
す
。

こ
の
晩
年
に
お
け
る
写
生
技
法
の
円
熟
と
い
う
点
は
、
蒹
葭
堂
の
画
業
を
辿

る
場
合
に
き
わ
め
て
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
、
い
く
ら
強
調
し
て
も
構
わ
な
い

特
質
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
特
に
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
の
洗
練
度
、
画
面
構
成
の

見
事
さ
な
ど
、
蒹
葭
堂
晩
年
の
長
崎
派
の
絵
画
と
し
て
は
素
晴
ら
し
い
作
品

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
無
地
の
背
景
に
は
淡
く
藍
が
刷
か

れ
て
い
て
、
こ
れ
ま
た
宋
紫
石
も
用
い
た
長
崎
派
の
手
法
で
あ
る
。
葉
脈
を

線
描
で
描
き
、
輪
郭
を
引
か
な
い
没
骨
法
に
よ
る
木
の
葉
の
表
現
は
、
蒹
葭

堂
も
懇
意
で
あ
っ
た
建
部
凌
岱
の
《
五
寿
図
》
な
ど
と
同
様
で
、
や
は
り
こ

の
時
期
の
南
蘋
派
に
共
通
す
る
技
法
で
あ
る）

10
（

。
画
面
上
部
左
に
「
木
孔
龔
写
」

の
署
名
が
あ
り
、「
臣
孔
恭
」
の
白
文
方
印
及
び
「
世
粛
」
の
白
文
方
印
が
捺

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
左
下
に
は
篠
崎
三
島
の
賛
と
署
名
が
あ
る
。

　

続
い
て
年
紀
の
な
い
絹
本
著
色
《
花
蝶
之
図
》（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）〔
没



木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

一
五

後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
57
〕〔
図
15
〕
を
採
り
上
げ
る
と
、
こ
の
作
風

は
、
や
は
り
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）、
六
十
二
歳
の
と
き
の
《

枝
小
禽

図
》
と
酷
似
し
て
い
る
。
長
崎
派
風
の
写
生
的
な
蝶
や
海
棠
の
形
態
描
写
を

見
る
と
、
両
作
品
は
よ
く
似
て
お
り
、
と
り
わ
け
海
棠
の
木
の
葉
に
見
ら
れ

る
輪
郭
の
形
態
や
葉
脈
の
線
描
な
ど
、
同
時
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
仄
め

か
す
。
こ
こ
で
は
《
花
蝶
之
図
》
を
《

枝
小
禽
図
》
と
同
じ
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）、
六
十
二
歳
頃
の
作
品
だ
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。
画
面
右
下
に
は

「
撫
清
人
鄭
山
如
設
色
於
澄
心
齋
中
巽
齋
孔
恭
写
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
世
」

「
粛
」
の
朱
文
連
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
鄭
山
如
は
、
鄭
培
の
こ
と
で
、
沈
南

蘋
の
門
人
で
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
南
蘋
と
共
に
来
日
し
、
花
鳥
画

の
没
骨
技
法
に
秀
で
た
画
家
で
あ
る
。
半
ば
模
写
的
性
格
の
絵
画
で
は
あ
る

が
、
蒹
葭
堂
は
晩
年
の
六
十
歳
代
に
写
生
の
技
術
を
か
な
り
上
げ
た
と
考
え

ら
れ
る
。《
花
蝶
之
図
》
に
見
ら
れ
る
没
骨
法
に
よ
る
木
の
葉
の
描
写
は
、
ま

さ
に
鄭
培
の
そ
れ
で
あ
る
。

　

一
般
に
、
蒹
葭
堂
の
絵
画
は
、
素
人
芸
で
稚
拙
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
る
が
、《
花
蝶
之
図
》
を
見
れ
ば
、
画
家
と
し
て
の
実
力
が
予

想
以
上
に
高
い
こ
と
と
、
中
国
文
化
に
対
す
る
学
識
の
手
堅
さ
に
、
改
め
て

感
心
さ
せ
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
中
国

絵
画
な
ど
の
手
本
が
あ
る
場
合
、
蒹
葭
堂
の
描
写
力
は
か
な
り
高
く
な
る
こ

と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

続
い
て
、
同
じ
く
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）、
六
十
二
歳
の
と
き
の
絵
画
で

あ
る
紙
本
墨
画
淡
彩
《
山
水
図
》（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
）〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
72
〕〔
図
16
〕
で
は
、
画
面
中
央
右
に
大
雅
風
の
大
小
二
本

の
樹
木
が
、
真
っ
直
ぐ
に
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
と
交
差
す
る
や
り
方
で
、
ね

じ
曲
が
っ
た
樹
木
が
二
本
配
置
さ
れ
た
。
そ
の
形
態
描
写
は
、
必
ず
し
も
大

雅
風
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
樹
木
の
下
を
馬
に
乗
っ
て
進
む
高
士
と
供
の

童
子
は
大
雅
風
と
い
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
松
浦
清
氏
の
指
摘
で
は
、
こ

の
人
馬
は
、
大
雅
の
「
大
雅
堂
点
景
人
物
帖
」
に
採
録
さ
れ
て
い
る
形
態
モ

テ
ィ
ー
フ
で
、
元
来
は
『
芥
子
園
画
伝
』
に
登
場
す
る
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
で

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
謹
直
な
形
態
を
見
せ
る
家
屋
と
遥
か
遠
方
の
青
い
山

の
姿
は
、
い
か
に
も
蒹
葭
堂
の
特
徴
を
示
す
清
澄
な
雰
囲
気
を
表
す
も
の
で

あ
ろ
う
。
画
面
左
上
に
「
丁
巳
秋
八
月
写
于
澄
心
齋
中 

孔
恭
」
の
墨
書
が
あ

り
、「
孔
恭
」
の
白
文
方
印
及
び
「
世
粛
」
の
白
文
方
印
を
捺
す
。「
澄
心
齋
」

は
蒹
葭
堂
の
画
室
の
名
前
で
あ
る）

11
（

。

　

続
い
て
、
同
じ
く
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）、
六
十
二
歳
の
と
き
の
絵
画
で

あ
る
絹
本
著
色
《
独
釣
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
71
〕〔
図
17
〕

で
は
、
左
上
か
ら
右
下
へ
続
く
険
し
い
山
岳
が
特
徴
的
な
山
水
図
と
な
っ
て

い
る
。
川
に
浮
か
ぶ
小
舟
で
は
一
人
の
人
物
が
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
る
。
岩

山
に
生
い
茂
る
樹
木
の
描
写
は
、
大
雅
風
の
点
描
を
用
い
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
が
、
そ
う
し
た
形
態
は
ま
た
、
大
雅
堂
二
世
の
青
木
夙
夜
（
生
年
不
詳

－
一
八
〇
二
）
の
い
さ
さ
か
工
芸
的
な
点
描
に
も
近
い
。
険
し
い
山
の
形
態

は
、
蒹
葭
堂
ら
し
い
理
知
的
で
明
晰
な
構
成
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、
こ
の
山
水
図
全
体
の
印
象
は
、
寂
寥
感
の
漂
う
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
橋
爪
氏
は
「
蒹
葭
堂
六
二
歳
、
す
で
に
川
尻
村
か
ら
帰
阪
し
て



一
六

四
年
が
経
つ
が
、
闕
所
後
、
環
境
が
激
変
し
た
老
年
の
蒹
葭
堂
の
心
境
を
反

映
す
る
の
で
あ
ろ
う
か）

12
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
鋭
く
切
り
立
つ
山
岳

の
形
態
は
、
剣
の
よ
う
に
峻
厳
で
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
と
ま
で
は
言
え
な

い
に
し
て
も
、
人
々
を
拒
絶
す
る
か
に
見
え
る
厳
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
る
。
晩
年
の
蒹
葭
堂
の
絵
画
が
す
べ
て
厳
し
い
寂
寥
感
あ
ふ
れ
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
点
の
み
か
ら
多
く
を
語
る
こ
と
は
慎
む
べ
き

で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
き
な
振
幅
を
見
せ
た
晩
年
の
与
謝
蕪

村
に
も
似
て
い
る
。
蕪
村
の
《
峨
嵋
露
頂
図
巻
》
や
《
富
嶽
列
松
図
》
な
ど

と
同
様
に
、《
独
釣
図
》
は
蒹
葭
堂
晩
年
の
振
幅
の
一
端
を
垣
間
見
せ
る
作
例

で
あ
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。《
独
釣
図
》
の
画
面
左
下
に
は
「
遜
齋
写
」
の

署
名
が
あ
り
、「
世
」「
粛
」
の
朱
文
連
印
が
捺
さ
れ
、
上
部
に
は
中
井
竹
山

の
賛
が
入
れ
ら
れ
た
。

　

こ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
寄
合
描
き
の
作
例
を
挙
げ
て
お
く
と
、
比
較
的

大
き
な
画
面
に
よ
る
寛
政
八
年
か
ら
十
年
制
作
（
一
七
九
六－
九
八
）
の
《
諸

名
家
合
作
（
松
本
奉
時
に
依
る
）》（
紙
本
墨
画
淡
彩
・
一
一
一
・
〇
×
六
〇
・

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〔
図
18
〕
で
あ
る
。
こ
の
画
面
で
は
、
慈
雲
飲
光
、
日

野
資
技
、
西
依
成
斉
、
中
井
竹
山
、
六
如
慈
周
、
細
合
半
斉
、
皆
川
淇
園
、

墨
江
武
禅
、
福
原
五
岳
、
中
江
杜
徴
、
森
周
峯
、
圓
山
応
瑞
、
奥
田
元
継
、

森
祖
仙
、
木
村
蒹
葭
堂
、
伊
藤
若
冲
、
伊
藤
東
所
、
長
沢
芦
雪
、
月
僊
、
上

田
耕
夫
、
篠
崎
三
嶋
、
松
村
呉
春
ら
京
、
大
坂
の
豪
華
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る
寄

合
描
き
が
見
ら
れ
、
画
面
左
下
に
松
本
奉
時
の
所
蔵
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

や
は
り
、
松
本
奉
時
が
呼
び
か
け
た
寄
合
描
き
で
あ
る
。
画
面
中
央
左
の
場

所
に
、
蒹
葭
堂
が
、
謹
厳
と
も
思
え
る
し
っ
か
り
と
し
た
筆
使
い
で
「
竹
に

猿
」
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
《
諸
名
家
合
作
（
松
本
奉
時
に
依
る
）》
は
、
か

つ
て
大
阪
北
浜
の
骨
董
商
が
売
り
に
出
し
た
が
、
日
本
で
は
売
れ
ず
、
平
成

十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
冬
に
、
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
購
入
し
て

海
外
に
出
た
。
筆
者
も
そ
の
時
期
に
当
該
の
骨
董
商
で
こ
の
絵
画
を
見
て
、

そ
の
時
の
価
格
が
四
百
万
円
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
知
り
合
い
の
美
術
館

や
個
人
に
購
入
を
勧
め
た
が
、
日
本
の
美
術
館
、
博
物
館
の
関
心
を
呼
ば
な

か
っ
た
こ
と
を
想
い
出
す
。
こ
の
作
品
で
注
目
す
べ
き
は
、
画
中
に
伊
藤
若

冲
の
鶏
図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
若
冲
は
、
天
明
八
年
（
一
七

八
八
）
に
京
都
で
起
こ
っ
た
天
明
の
大
火
で
焼
け
出
さ
れ
、
大
坂
の
蒹
葭
堂

を
頼
っ
て
、
十
月
二
十
一
日
と
二
十
九
日
に
蒹
葭
堂
宅
を
訪
れ
て
い
る
。
そ

の
点
で
こ
の
作
品
は
、
蒹
葭
堂
と
若
冲
と
の
大
火
以
後
の
約
十
年
に
わ
た
る

親
交
の
証
で
も
あ
る
。

　

続
い
て
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）、
六
十
四
歳
の
最
晩
年
の
絵
画
で
あ

る
絹
本
墨
画
淡
彩
《
山
水
図
》（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）〔
没
後
二
〇
〇
年
記

念 

蒹
葭
堂
展 

図
版
74
〕〔
図
19
〕
で
は
、
紅
葉
に
染
ま
る
林
の
中
に
水
亭
が

配
置
さ
れ
た
。
蒹
葭
堂
特
有
の
簡
素
な
線
描
に
よ
る
箱
型
の
家
屋
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
樹
木
の
特
徴
な
ど
、
全
体
的
に
見
て
、
や
は
り
大
雅
風
と
い
っ

て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
よ
り
正
確
に
言
う
と
、
大
雅
の
絵
画
を
簡
潔
か
つ

説
明
的
に
し
た
絵
画
と
な
ろ
う
。
大
雅
の
複
雑
な
雰
囲
気
に
は
及
ぶ
べ
く
も

な
い
が
、
蒹
葭
堂
の
あ
っ
さ
り
と
し
た
作
風
は
捨
て
が
た
い
。
画
面
左
上
に

「
己
未
冬
日
写
于
蒹
葭
堂
中 

孔
龔
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
孔
恭
」「
世
粛
」
の



木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

一
七

白
文
連
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）、
六
十
五
歳
の
最
晩
年
の
絵
画
で
あ

る
絹
本
著
色
《
渓
山
訪
友
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
75
〕〔
図

20
〕
で
は
、
台
形
の
平
た
い
地
面
に
よ
る
山
の
頂
が
印
象
深
い
が
、
こ
の
山

の
形
態
は
、
大
雅
で
は
な
く
、
中
国
明
清
の
絵
画
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
モ

テ
ィ
ー
フ
で
あ
り
、
浦
上
玉
堂
も
よ
く
用
い
た
山
頂
の
形
態
で
あ
る
。
山
や

樹
木
は
、
点
描
風
に
水
平
に
引
か
れ
た
夥
し
い
線
描
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

爽
や
か
な
印
象
を
醸
し
出
す
。
次
世
代
の
岡
田
半
江
が
得
意
と
し
た
作
風
を

想
起
さ
せ
る
絵
画
で
あ
る
。
画
面
右
上
に
「
庚
申
冬
日 

木
邨
孔
恭
写
」
の
署

名
が
あ
り
、「
蒹
葭
」
の
白
文
方
印
及
び
「
世
粛
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
。

　

続
い
て
、
同
じ
く
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）、
六
十
五
歳
の
最
晩
年
の
絵

画
の
絹
本
墨
画
《
墨
梅
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 
図
版
76
〕〔
図
21
〕

で
は
、
鋭
角
的
な
墨
線
に
よ
る
梅
の
枝
が
簡
略
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
松
浦

清
氏
は
、
蒹
葭
堂
と
も
知
り
合
い
で
あ
っ
た
京
都
の
伊
藤
若
冲
の
絵
画
と
の

類
似
を
示
唆
し
て
い
る）
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。
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
若
冲
は
天
明
八
年
（
一

七
八
八
）
正
月
の
天
明
の
大
火
に
よ
っ
て
焼
け
出
さ
れ
、
大
坂
に
避
難
し
て

蒹
葭
堂
宅
を
訪
れ
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
か
ら

十
年
（
一
七
九
八
）
の
間
に
制
作
さ
れ
た
《
諸
名
家
合
作
（
松
本
奉
時
に
依

る
）》
に
お
い
て
も
若
冲
と
合
作
を
試
み
て
お
り
、
蒹
葭
堂
が
若
冲
の
作
風
に

関
心
を
抱
い
て
、
本
作
品
を
描
い
た
と
考
え
る
の
も
ま
っ
た
く
違
和
感
が
な

い
。
画
面
左
下
に
「
馥
郁
梅
花
発
万
里 

庚
申
冬
日 

巽
齋
戯
筆
」
の
墨
画
が

あ
り
、「
木
孔
恭
」
の
白
文
方
印
及
び
「
木
世
粛
」
の
白
文
方
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
。

　

続
い
て
、
こ
の
《
墨
梅
図
》
と
多
少
と
も
関
連
す
る
画
帖
離
れ
の
《
墨
梅

図
》（
絹
本
墨
画
・
縦
二
八
・
七
×
横
二
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〔
没
後
二

〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展
不
出
品
〕〔
図
22
〕
は
、
ほ
ぼ
正
方
形
の
画
面
に
折
枝
画

の
構
成
で
梅
を
描
い
て
い
る
。
卍
型
に
似
た
ジ
グ
ザ
グ
に
伸
び
る
梅
の
枝
は
、

若
冲
の
作
風
を
多
少
と
も
想
起
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
形
態
を
か
な
り

崩
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
冲
の
そ
れ
と
は
少
々
距
離
が
あ
る
。
し
か
し
、

作
風
的
に
は
や
は
り
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）、
六
十
五
歳
前
後
の
作
品
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
画
帖
離
れ
の
《
墨
梅
図
》〔
図
22
〕
は
、
約
百
図
を
超

え
る
画
帖
の
中
の
一
点
で
、
こ
の
画
帖
に
は
元
々
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

に
書
か
れ
た
梅
暾
万
雲
と
い
う
僧
侶
に
よ
る
二
枚
に
わ
た
る
序
文
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
画
帖
を
集
成
し
た
の
は
尾
張
知
多
郡
半
田
に
住
む
富

豪
の
中
野
民
功
氏
で
、
こ
の
画
帖
に
は
貫
名
海
屋
、
岡
田
米
山
人
、
浦
上
春

琴
、
桑
山
玉
洲
、
中
井
藍
江
、
菅
茶
山
、
海
保
青
陵
ら
を
は
じ
め
関
東
、
関

西
、
中
京
な
ど
の
名
だ
た
る
画
家
た
ち
が
筆
を
揮
っ
て
お
り
、
呂
公
鱗
ら
の

来
舶
清
人
の
作
品
も
混
在
し
て
い
る）
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。
画
面
左
に
「
孔
恭
」（
白
文
方
印
）
及

び
「
世
粛
」（
白
文
方
印
）
の
基
準
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
野
氏
が
集
成
し
た
画
帖
に
は
、
蒹
葭
堂
の
《
墨
竹
図
》（
絹
本
墨

画
・
縦
二
八
・
七
×
横
二
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭

堂
展
不
出
品
〕〔
図
23
〕
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
画
面
の
左
に
寄
せ
た

瀟
洒
な
竹
が
描
か
れ
て
い
る
。
濃
墨
と
淡
墨
を
取
り
混
ぜ
な
が
ら
、
明
快
な



一
八

付
立
を
用
い
た
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
画
面
左
に
臙
脂
色
の
三
本
の
細
い
線

（
糸
）
が
縫
い
込
ま
れ
て
い
る
が
、
絹
地
の
「
巻
終
わ
り
」
の
印
で
あ
ろ
う
。

画
面
左
に
「
世
」「
粛
」
の
朱
文
連
印
の
基
準
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
や
は
り
多
少
と
も
若
冲
の
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
紙
本
墨
画
《
墨

菊
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
81
〕〔
図
24
〕
は
、
橋
爪
氏
に
よ

っ
て
、
若
冲
及
び
鶴
亭
の
絵
画
に
似
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）

15
（

。
四
君
子
の
一

つ
で
あ
る
菊
を
描
い
て
い
る
が
、
左
か
ら
右
方
向
へ
と
突
き
出
る
菊
の
花
の

形
態
な
ど
が
幾
何
学
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
て
、
い
か
に
も
蒹
葭
堂
ら
し
い

知
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
制
作
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
寛
政
一
〇
年
（
一

七
九
八
）
前
後
の
雰
囲
気
を
示
し
て
い
る
。
画
面
右
上
に
「
蒹
葭
釣
徒
写
」

の
墨
書
及
び
「
孔
恭
之
印
」（
白
文
方
印
）
と
「
世
粛
」（
白
文
方
印
）
を
捺

し
、
画
面
左
下
に
「
蒹
葭
堂
」（
朱
文
長
方
印
）
を
捺
す
。

　

続
い
て
お
そ
ら
く
、
上
述
の
《
墨
梅
図
》
と
同
じ
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇

〇
）
頃
と
推
測
さ
れ
る
最
晩
年
の
絵
画
で
あ
る
紙
本
墨
画
《
墨
梅
図
》〔
没
後

二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
77
〕〔
図
25
〕
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
若
冲

風
で
は
な
く
、
む
し
ろ
南
蘋
風
の
墨
梅
図
で
、
背
景
に
墨
や
藍
を
刷
く
の
も

長
崎
派
風
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
梅
の
木
が
画
面
に
小
さ
く
収

ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
少
と
も
寂
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

る
。
画
面
左
上
部
に
「
一
花
天
下
春
万
里
江
南
雪　

巽
齋
」
の
墨
書
が
あ
り
、

「
孔
恭
之
印
」「
世
粛
父
」
の
白
文
連
印
を
捺
す
。

　

次
に
制
作
年
不
明
の
作
品
《
仏
手
柑
図
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
）〔
没
後
二
〇

〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
67
〕〔
図
26
〕
で
は
、
果
実
は
人
の
手
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
仏
手
柑
と
呼
ば
れ
る
葉
の
付
い
た
果
物
を
描
い
て
い
る
。
南
方
の
柑

橘
類
の
一
つ
で
、
正
式
に
は
「
手
仏
手
柑
」
と
呼
ば
れ
る
。
鋭
い
葉
の
描
き

方
な
ど
か
ら
見
て
、
晩
年
の
長
崎
派
の
作
品
の
そ
れ
に
似
る
こ
と
か
ら
、《

枝
小
禽
図
》
と
同
じ
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）、
六
十
二
歳
頃
の
作
品
で
は
な

か
ろ
う
か
。
画
面
左
に
「
遜
齋
恭
写
」
の
署
名
が
あ
り
、「
臣
孔
恭
」
の
白
文

方
印
及
び
「
世
粛
父
」
の
白
文
方
印
、
右
下
に
遊
印
「
養
怡
之
福
可
得
永
年
」

の
白
文
長
方
印
を
捺
す
。

　

続
い
て
、
紙
本
墨
画
淡
彩
《
渓
間
孤
亭
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
73
〕〔
図
27
〕
で
は
、
手
前
左
に
大
雅
風
の
樹
木
が
描
か
れ
、
山
岳
風
景

も
基
本
的
に
大
雅
風
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
大
雅
と
比
べ
て
、
こ
の

絵
画
は
、
淡
い
藍
の
使
用
に
よ
っ
て
、
い
か
に
も
蒹
葭
堂
ら
し
い
清
々
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。
曲
線
を
基
本
に
や
わ
ら
か
い
線
描
を
駆
使
し
て
、
透
明
感

の
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
手
慣
れ
た
画
面
構
成
は
《
独
釣

図
》
に
似
る
こ
と
か
ら
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）、
六

十
二
歳
頃
の
作
品
だ
と
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
画
面
左
下
方
に
「
遜

齋
写
」
の
署
名
が
あ
り
、「
世
」「
粛
」
の
朱
文
方
印
を
捺
す
。
加
え
て
、
画

面
右
下
に
浜
村
蔵
六
製
の
銅
印
「
蒹
葭
堂
」
の
朱
文
長
方
印
を
捺
す）

16
（

。
画
面

上
部
の
賛
は
、
蒹
葭
堂
と
親
し
く
交
流
し
た
大
坂
の
儒
者
の
奥
田
元
継
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
同
様
の
花
鳥
図
で
絹
本
墨
画
淡
彩
《
岩
に
水
仙
図
》〔
没
後
二
〇

〇
年 
蒹
葭
堂
展 

図
版
84
〕〔
図
28
〕
が
遺
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
絵
画

は
、
多
く
の
文
人
画
家
た
ち
が
描
い
た
画
題
で
あ
る
が
、
本
作
品
は
蒹
葭
堂



木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

一
九

ら
し
い
圭
角
を
用
い
た
小
品
で
、
縦
一
五
、
六
×
横
四
〇
、
二
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
橋
爪
氏
は
晩
年
の
作
だ
と
推
測
し
て
い
る）

17
（

。
画
面
右
に
「
巽

齋
戯
墨
」
の
署
名
が
あ
り
、
孔
恭
」
の
白
文
方
印
と
「
世
粛
」
の
白
文
方
印

が
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
左
に
遊
印
「
蒹
葭
堂
」
の
朱
文
長
方
印
を

捺
す
。

　

も
う
一
点
、
最
晩
年
の
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
六
十
六
歳
の
紙
本
墨
画

《
竹
石
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 
蒹
葭
堂
展 

図
版
78
〕〔
図
29
〕
で
は
、
付
立
の

技
法
を
用
い
た
岩
と
竹
は
、
当
時
の
文
人
画
の
定
石
と
で
も
い
う
べ
き
作
品

で
、
影
響
関
係
を
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
穿
っ
た
見
方
で
は
あ

る
が
、
大
雅
の
「
竹
図
」
を
さ
っ
ぱ
り
と
「
涼
し
く
」
し
た
竹
図
と
い
え
な

く
も
な
い
。
斜
め
に
突
き
出
た
鋭
角
的
な
岩
の
形
態
は
、
蒹
葭
堂
好
み
の
モ

テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
画
面
右
上
に
「
辛
酉
南
至
日
写
于
澄
心
亭 

巽
齋
」
の
墨

書
が
あ
り
、「
世
粛
父
」
の
白
文
方
印
及
び
「
木
孔
恭
」
の
白
文
方
印
が
捺
さ

れ
て
い
る
。

　

以
上
、
六
十
歳
代
の
蒹
葭
堂
は
、
大
雅
風
、
鶴
亭
風
の
特
質
を
所
々
で
垣

間
見
せ
な
が
ら
も
多
様
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
南
蘋
派
に
再
び
傾
倒
す

る
よ
う
に
な
り
、
鶴
亭
や
南
蘋
、
鄭
培
か
ら
宋
紫
石
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る

作
風
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
若
冲
と
の
出
会
い
は
、
そ
う
し
た
流
れ
の

一
齣
で
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
蒹
葭
堂
の
写
生
的
な
画
技
の
腕
は
、

晩
年
に
円
熟
味
を
増
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五
、
蒹
葭
堂
に
よ
る
年
記
の
な
い
作
品

　

蒹
葭
堂
に
は
年
記
の
な
い
作
品
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
制
作
時
期
を
絞
り
込

む
こ
と
は
、
か
な
り
難
し
い
作
業
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
重
要
と
思
わ
れ

る
作
品
を
適
当
に
採
り
上
げ
、
そ
の
特
質
を
述
べ
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
年

記
が
な
く
と
も
、
あ
る
程
度
時
期
を
推
定
で
き
る
作
品
は
す
で
に
述
べ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
中
か
ら
、
特
色
の
あ
る
作
品
を
採
り
上
げ
て
紹
介
す

る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
絹
本
著
色
《
青
緑
山
水
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版

52
〕〔
図
30
〕
で
あ
る
が
、
明
晰
な
輪
郭
線
を
駆
使
し
た
独
釣
図
風
の
絵
画
で

あ
る
。
松
浦
清
氏
は
、「
稜
線
を
意
識
し
た
謹
厳
な
筆
致
や
濃
密
な
賦
彩
」
な

ど
か
ら
、
中
国
明
代
の
仇
英
あ
た
り
に
倣
っ
た
作
品
で
は
な
い
か
、
と
注
意

を
促
し
て
い
る）

18
（

。
確
か
に
、
き
っ
ち
り
と
し
た
形
態
や
比
較
的
明
る
く
清
澄

な
緑
青
の
色
彩
は
、
仇
英
を
想
起
さ
せ
る
か
も
知
れ
な
い
。
手
前
の
三
本
の

樹
木
が
生
え
る
土
手
の
鋭
利
で
立
体
的
な
形
態
は
、
ま
さ
し
く
仇
英
の
そ
れ

に
近
い
。
生
え
出
る
樹
木
の
群
葉
の
形
態
は
、
先
に
挙
げ
た
六
十
二
歳
の
《
独

釣
図
》〔
図
17
〕
に
も
似
て
い
る
。
山
岳
や
樹
木
の
形
態
の
酷
似
の
み
な
ら

ず
、
画
面
構
成
全
体
が
よ
く
似
て
お
り
、
手
前
の
土
坡
の
斜
め
に
据
え
ら
れ

た
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、《
独
釣
図
》
で
は
向
か
っ
て
左
上
か
ら
右
下
へ
向
か

う
斜
線
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
《
青
緑
山
水
図
》
で
は
逆
で

あ
る
。
作
品
の
出
来
栄
え
は
素
晴
ら
し
く
、
何
ら
か
の
手
本
が
存
在
し
た
の

か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
晩
年
の
円
熟
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蒹



二
〇

葭
堂
の
実
力
を
示
す
も
の
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。《
独
釣
図
》
と
画

面
構
成
や
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
作
品
は
寛
政

九
年
（
一
七
九
七
）
の
六
十
二
歳
頃
に
描
か
れ
た
と
推
定
で
き
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
描
か
れ
た
画
面
右
下
に
「
遜
齋
写
」
の
署
名
が
あ
り
、「
孔
恭
」

の
白
文
方
印
及
び
「
世
粛
」
の
白
文
方
印
を
捺
す
。

　

続
い
て
、
絖
本
著
色
《
西
園
雅
集
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版

54
〕〔
図
31
〕
で
あ
る
が
、
北
宋
の
文
人
墨
客
の
集
ま
り
を
描
い
て
い
る
。
や

は
り
明
確
な
線
描
を
用
い
る
中
国
絵
画
に
倣
っ
た
作
品
で
、
仇
英
の
そ
れ
と

は
異
な
る
が
、
形
態
把
握
の
明
晰
さ
な
ど
、
少
な
か
ら
ず
そ
の
周
辺
の
中
国

絵
画
と
関
わ
り
の
あ
る
作
品
で
あ
ろ
う
。
人
物
の
姿
態
は
明
確
な
輪
郭
線
で

描
か
れ
、
周
囲
の
風
景
に
配
置
さ
れ
た
岩
の
描
写
も
、
角
張
っ
た
強
い
線
描

で
形
作
ら
れ
て
い
る
。
十
八
世
紀
後
半
に
お
い
て
は
、
与
謝
蕪
村
が
東
京
国

立
博
物
館
所
蔵
の
《
蘭
亭
曲
水
図
屏
風
》（
六
曲
一
双
・
一
七
六
六
年
）
に
始

ま
り
、
晩
年
に
な
る
ほ
ど
に
強
調
さ
れ
た
ア
ク
の
強
い
人
物
図
を
描
い
て
お

り
、
蒹
葭
堂
の
《
西
園
雅
集
図
》
も
、
蕪
村
の
そ
れ
と
ど
こ
か
似
た
雰
囲
気

を
示
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
、
蒹
葭
堂

の
本
作
品
も
、
時
代
の
趨
勢
に
棹
さ
す
作
品
か
も
し
れ
な
い
。
画
面
右
上
に

「
於
蒹
葭
堂
中 

木
孔
龔
写
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
木
孔
恭
印
」
の
白
文
方
印
及

び
「
木
氏
世
粛
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
紙
本
墨
画
淡
彩
《
竹
窓
煎
茶
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
60
〕〔
図
32
〕
で
あ
る
が
、
林
の
中
に
あ
る
茅
屋
で
煎
茶
を
嗜
む
人
物
が

描
か
れ
た
。
軟
ら
か
く
て
暖
か
み
の
あ
る
茅
屋
の
形
態
は
、
蒹
葭
堂
風
で
は

な
く
、
明
白
に
大
雅
風
で
あ
る
。
厚
み
の
あ
る
岩
山
の
形
態
や
繊
細
な
竹
林

の
形
態
も
大
雅
風
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
雅
と
比
較
す
る
と
、
線
描
が
無
駄

に
細
か
い
た
め
に
、
画
面
全
体
の
印
象
が
幾
分
う
る
さ
く
な
っ
て
お
り
、
未

だ
修
業
時
代
の
作
品
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
尊
敬
す
る
大
雅
の
絵
画
に

倣
っ
て
、
丁
寧
、
素
直
、
実
直
に
向
き
合
っ
た
作
風
か
ら
推
定
し
て
、
比
較

的
早
い
時
期
、
た
と
え
ば
三
十
歳
代
前
半
頃
の
制
作
で
あ
ろ
う
か
。
茅
屋
の

中
に
座
る
人
物
な
ど
、
い
か
に
も
大
雅
風
で
あ
る
。
画
面
右
上
に
「
浪
華
遜

齋
写
」
の
署
名
が
あ
り
、「
世
」「
粛
」
の
朱
文
方
印
及
び
「
巽
齋
」
の
朱
文

楕
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
紙
本
墨
画
《
箕
山
瀑
布
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版

61
〕〔
図
33
〕
及
び
同
様
の
箕
面
の
滝
を
描
い
た
紙
本
墨
画
《
飛
瀑
響
雲
図
》

〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
62
〕〔
図
34
〕
で
あ
る
が
、
大
雅
も
描
い

た
《
箕
山
瀑
布
図
》
は
真
景
図
で
あ
っ
た
。
蒹
葭
堂
は
垂
直
を
強
調
す
る
多

少
と
も
幾
何
学
的
な
構
成
で
描
い
て
い
る
。
画
面
下
部
に
大
雅
風
の
点
描
に

よ
る
樹
木
が
建
物
の
前
に
生
い
茂
っ
て
い
る
が
、
樹
木
の
群
葉
は
大
雅
風
で

あ
り
、
理
知
的
で
清
々
し
い
作
風
と
な
っ
て
お
り
、
画
面
最
上
方
部
に
は
蒹

葭
堂
ら
し
い
淡
墨
に
よ
る
二
等
辺
三
角
形
の
高
い
山
が
二
つ
描
か
れ
た
。
画

面
右
上
に
「
箕
山
瀑
布 

浪
華
巽
齋
孔
恭
写
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
孔
恭
之
印
」

「
世
粛
父
」
の
白
文
連
印
を
捺
す
。《
飛
瀑
響
雲
図
》
の
方
は
、
画
面
下
部
に

や
は
り
大
雅
風
の
点
描
を
駆
使
し
た
林
を
配
置
し
て
、
少
し
高
い
所
に
は
一

層
簡
潔
な
形
態
に
よ
る
滝
の
描
写
が
見
ら
れ
る
。
滝
の
両
側
の
二
本
の
大
木

の
遥
か
向
こ
う
に
高
い
山
が
聳
え
て
い
る
。
画
面
右
上
に
「
巽
齋
写
意
」
の



木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

二
一

墨
書
が
あ
り
、「
孔
恭
之
印
」「
世
粛
父
」
の
白
文
連
印
を
捺
す
。
両
作
品
は

作
風
が
酷
似
し
、
同
じ
印
章
を
捺
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期

に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
両
作
品
と
も
に
、
直
線
を
意
識
し
た

滝
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
軽
快
に
水
を
落
下
さ
せ
て
お
り
、
大
雅
の
真
景
図
と
は

異
な
っ
て
、
い
わ
ば
構
成
的
な
絵
画
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
絹
本
墨
画
《
墨
竹
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
79
〕

〔
図
35
〕
は
、
橋
爪
氏
に
よ
っ
て
柳
沢
淇
園
の
墨
竹
図
に
よ
く
似
て
い
る
と
言

及
さ
れ
た
作
品
で
あ
る）

19
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。
す
な
わ
ち
、「
濃
淡
で
前
後
の
竹
を
対
比
さ
せ
、
葉

を
幾
層
か
に
密
集
さ
せ
る
手
法
な
ど
、
淇
園
の
墨
竹
に
最
も
印
象
は
近
い
。）
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と
い
う
。
墨
竹
図
は
文
人
画
の
定
石
で
も
あ
り
、
多
く
の
画
家
た
ち
に
よ
っ

て
数
多
く
制
作
さ
れ
た
。
蒹
葭
堂
と
の
交
流
で
い
え
ば
、
大
雅
、
鶴
亭
、
淇

園
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
細
か
く
密
集
す
る
葉
の
描
き
方
は
、
大
雅
や
鶴
亭

の
そ
れ
と
は
距
離
が
あ
る
。
画
面
左
上
に
「
浪
華
遜
齋
写
」
の
署
名
が
あ
り
、

「
木
孔
恭
」
の
白
文
方
印
及
び
「
木
世
粛
」
の
白
文
方
印
を
捺
す
。
加
え
て
、

画
面
右
下
に
「
蒹
葭
堂
」
の
朱
文
長
方
印
が
あ
る
。

　

続
い
て
、
紙
本
墨
画
《
墨
竹
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 
図
版
80
〕

〔
図
36
〕
は
、
橋
爪
氏
に
よ
る
と
、
や
は
り
柳
沢
淇
園
の
「
墨
竹
」
を
想
起
さ

せ
る
と
い
う
。
ま
た
、
鶴
亭
や
大
雅
の
そ
れ
に
も
多
少
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る

と
い
う
指
摘
が
あ
る）

21
（

。

　

続
い
て
、
絖
本
墨
画
《
古
木
竹
石
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版

69
〕〔
図
37
〕
は
、
比
較
的
淡
い
墨
に
よ
っ
て
複
雑
な
樹
木
の
幹
や
枝
を
構
成

し
た
絵
画
で
あ
る
。
一
つ
の
大
き
な
岩
石
と
植
物
の
組
合
せ
は
、
蒹
葭
堂
が

特
に
好
ん
だ
モ
テ
ィ
ー
フ
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
描
か
れ
た
。
淡

墨
を
用
い
た
古
木
の
表
現
は
、
岩
石
の
下
に
生
え
る
鋭
く
瀟
洒
な
草
の
描
写

と
は
対
照
的
に
、
半
ば
茫
洋
と
し
た
や
わ
ら
か
い
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

画
面
右
中
央
に
「
木
孔
恭
写
」
の
署
名
が
あ
り
、「
臣
孔
恭
」
の
白
文
方
印
及

び
「
世
粛
」
の
白
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
右
下
に
遊
印
「
遜
」

「
齋
」
の
朱
文
楕
円
連
印
を
捺
す
。
蒹
葭
堂
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）、

五
十
五
歳
の
と
き
に
川
尻
村
に
移
居
し
た
が
、
橋
爪
氏
は
、
印
章
「
臣
孔
恭
」

の
「
臣
」
の
文
字
か
ら
、
移
居
以
後
の
晩
年
作
と
み
て
い
る）
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。

　

さ
て
、
続
い
て
二
点
の
蘭
図
と
一
点
の
蔬
菜
図
を
紹
介
す
る
と
、《
岩
蘭

図
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
）〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
82
〕〔
図
38
〕
及

び
《
蘭
図
》（
紙
本
墨
画
）〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
83
〕〔
図
39
〕

は
、
蒹
葭
堂
好
み
の
モ
テ
ィ
ー
フ
で
、
こ
の
画
題
の
作
品
は
、
真
贋
と
り
混

ぜ
て
数
多
く
見
ら
れ
る
。
岩
石
の
周
囲
に
茶
系
の
色
彩
で
蘭
の
花
が
添
え
ら

れ
た
。
師
の
池
大
雅
作
《
蕙
石
図
》（
京
都
府
蔵
）
な
ど
と
同
類
の
構
成
だ
と

い
っ
て
よ
い
。
画
面
右
中
央
に
「
遜
齋
漫
筆
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
孔
恭
之

印
」
の
白
文
方
印
及
び
「
世
粛
父
」
の
白
文
連
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

画
面
左
下
に
「
蒹
葭
堂
」
の
朱
文
長
方
印
が
捺
さ
れ
た
。

　
「
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
83
」
の
《
蘭
図
》〔
図
39
〕
は
地
面
か

ら
生
え
る
蘭
を
二
本
配
置
し
て
、
画
面
右
下
に
「
巽
齋
」
の
署
名
と
「
世
」

「
粛
」
の
朱
文
連
印
を
捺
す
。
そ
れ
ぞ
れ
瀟
洒
な
作
品
で
あ
る
。

　

紙
本
墨
画
《
蔬
菜
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
66
〕〔
図
40
〕

も
縦
一
七
・
二
×
横
一
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小
品
で
あ
る
。
野
菜
は
蕪



二
二

菁
か
青
梗
菜
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
画
面
左
に
「
倣
宋
人
之
法
巽

齋
写
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
孔
恭
之
印
」「
世
粛
父
」
の
白
文
連
印
を
捺
す
。

広
い
意
味
で
、「
倣
宋
人
之
法
」
の
中
国
趣
味
を
表
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
紙
本
墨
画
《
巌
頭
遊
蟲
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版

65
〕〔
図
41
〕
は
、
岩
に
虫
を
描
く
縦
二
七
・
六
×
横
三
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
小
品
で
、
ま
さ
に
文
人
画
ら
し
い
絵
画
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
「
岩

に
蘭
図
」
と
同
様
の
構
成
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
岩
石
の
周
囲
に
蜂
が
五
匹
飛

ぶ
。
簡
潔
な
小
品
で
あ
る
が
、
垢
抜
け
し
た
洗
練
の
雰
囲
気
が
た
ち
こ
め
て

い
る
。
画
面
左
に
「
巽
齋
」
の
署
名
が
あ
り
、「
孔
恭
之
印
」「
世
粛
父
」
の

白
文
連
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
蒹
葭
堂
と
大
坂
の
濱
田
杏
堂
と
の
合
作
《
松
に
岩
図
》〔
没
後
二
〇

〇
年 

蒹
葭
堂
展
不
出
品
〕〔
図
42
〕
は
、
あ
た
か
も
昇
龍
の
よ
う
に
捩
じ
れ

る
よ
う
に
描
か
れ
た
松
の
図
を
杏
堂
が
担
当
し
、
そ
の
下
の
岩
を
蒹
葭
堂
が

補
筆
し
た
と
い
う
。
文
人
画
風
に
粗
く
見
え
る
松
樹
は
、
力
強
い
造
形
力
を

誇
る
杏
堂
の
特
徴
を
明
白
に
表
し
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
蒹
葭

堂
が
、
や
は
り
粗
く
見
え
る
筆
致
で
岩
石
を
描
い
た
。
吉
祥
の
画
題
で
あ
る

が
、
両
者
の
息
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
、
違
和
感
の
な
い
合
作
と
な
っ
て
い
る
。

画
面
右
下
に
「
巽
齋
木
孔
恭
補
石
」
の
墨
書
が
あ
り
、
続
い
て
「
孔
恭
之
印
」

（
白
文
方
印
）
及
び
「
世
粛
父
」（
白
文
方
印
）
の
基
準
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
画
面
左
下
に
「
杏
堂
濱
世
憲
写
」
の
墨
書
が
記
さ
れ
、
続
い
て
「
世

憲
」（
白
文
方
印
）
及
び
「
子
徴
氏
」（
白
文
方
印
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
加

え
て
、
画
面
上
部
に
は
、
篠
崎
三
島
、
奥
田
元
継
ほ
か
計
四
名
に
よ
っ
て
着

賛
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
寄
合
描
き
の
扇
面
画
《
大
坂
文
人
合
作
扇
面
》（
関
西
大
学
図

書
館
蔵
・
紙
本
墨
画
淡
彩
）〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展
不
出
品
〕〔
図
43
〕

で
は
、
画
面
右
か
ら
、
白
文
方
印
「
月
」「
僊
」、
続
い
て
墨
書
「
山
水
鬱
将

真
臥
遊
不
労
遠
々
帆
似
待
風
常
覚
波
間
穏
、
半
翁
」
及
び
朱
文
方
印
「
合
」

「
離
」、
続
い
て
「
一
遊
案
時
客
為
斯
太
古
民
洞
中
花
在
喚

公
鳥
相
訓
耕

無
租
税
優
遊
有
釣
影
（
カ
）
恨
々
尋
水
長
楽
事
是
天
倫
題
桃
源
図
、
山
陰
（
花

押
）」、
続
い
て
墨
書
「
午
睡
醒
来
己
遠
晡
（
カ
）
不
図
琉
酎
賑
寒
厨
一
般
嘗

得
三
重
味
天
上
如
何
天
下
無
、
謝
人
恵
琉
酒
、
拙
古
」、
続
い
て
「
新
篁
古

石
、
巽
斎
」
及
び
白
文
方
印
「
世
粛
」、
続
い
て
墨
書
「
熊
岳
寫
」
及
び
白
文

方
印
「
□
□
」、
続
い
て
墨
書
「
五
岳
」
及
び
朱
文
方
印
「
元
」「
素
」、
続
い

て
画
面
左
上
に
墨
書
「
方
中
」
及
び
朱
文
方
印
「
芳
（
カ
）」「
中
」、
続
い
て

左
下
隅
に
墨
書
「
奉
時
」
及
び
白
文
方
印
「
以
（
カ
）」「
建
（
カ
）」
と
並
ん

で
お
り
、
蒹
葭
堂
と
そ
の
周
辺
の
画
家
及
び
儒
学
者
ら
と
の
合
作
扇
面
と
な

っ
て
い
る）
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。

　

そ
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
画
面
右
上
隅
に
山
水
を
描
い
た

の
は
月
僊
で
あ
る
。
尾
張
の
出
身
で
伊
勢
山
田
の
寂
照
寺
中
興
の
画
僧
で
あ

っ
た
月
僊
は
、
山
水
人
物
を
多
産
し
た
。
そ
の
茫
洋
と
し
た
山
水
図
は
、
そ

れ
な
り
の
味
が
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
筆
さ
ば
き
は
、
い
さ
さ
か
切
れ
味
が

悪
い
。
こ
の
扇
面
画
の
山
水
も
同
様
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
月
僊

の
絵
の
す
ぐ
下
に
半
翁
、
す
な
わ
ち
蒹
葭
堂
の
仲
人
を
つ
と
め
た
儒
学
者
の

細
合
半
斎
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
。
半
斎
は
名
が
離
、
晩
年
に
方
明
と
改
め
て



木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

二
三

い
る
。
そ
の
隣
に
は
山
陰
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
が
、
山
陰
と
は
京
都
の
儒
者

佐
野
山
陰
（
一
七
四
九－

一
八
一
八
）
で
あ
ろ
う
。
山
陰
の
下
に
は
、
如
何

に
も
文
人
趣
味
の
感
が
あ
る
蒹
葭
堂
の
《
岩
に
蘭
図
》
が
描
か
れ
る
。「
岩
に

蘭
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
蒹
葭
堂
が
好
ん
だ
画
題
の
一
つ
で
あ
っ
て
、

た
と
え
ば
、
伊
勢
松
阪
の
小
津
松
涛
庵
伝
来
の
「
岩
ニ
蘭
図
」（
紙
本
墨
画
・

一
〇
一
・
五
×
二
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
、
と
き
ど
き
遺
存
す
る
作

品
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
る
。
広
義
に
い
っ
て
、
長
崎
派
の
文
人
画
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
左
上
方
に
は
拙
古
、
つ
ま
り
奥
田
元
継
の
墨
書
が
あ
り
、
続
い

て
画
面
中
央
に
、
や
は
り
「
岩
に
蘭
図
」
を
描
い
て
い
る
岡
熊
嶽
（
一
七
六

二－

一
八
三
三
）
が
位
置
し
て
い
る
。
熊
嶽
は
、『
浪
華
な
ま
り
』
や
『
竹
田

荘
師
友
画
録
』
に
名
前
が
載
る
大
坂
画
人
で
、
蒹
葭
堂
と
交
流
し
、
は
じ
め

福
原
五
岳
に
入
門
し
た
が
、
そ
の
後
に
独
立
し
て
諸
流
派
を
学
ん
で
一
家
を

成
し
た
。
上
町
及
び
尾
張
坂
で
暮
ら
し
、
蘭
の
栽
培
で
有
名
で
あ
る
。
蒹
葭

堂
十
三
回
忌
書
画
展
に
《
春
林
書
屋
図
》
を
出
品
し
た
。
熊
嶽
は
、
文
政
十

二
年
（
一
八
二
九
）
作
《
龍
図
》（
紙
本
墨
画
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
や

《
鐘
馗
図
》（
紙
本
墨
画
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
な
ど
の
狩
野
派
風
の
力
強

い
漢
画
系
絵
画
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
お
そ

ら
く
長
崎
派
や
文
人
画
を
採
り
入
れ
た
《
秋
山
深
遠
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
・
関

西
大
学
図
書
館
蔵
）
や
《
桃
山
図
》（
絹
本
著
色
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
な

ど
の
穏
や
か
で
や
わ
ら
か
い
線
描
の
絵
画
な
ど
、
そ
の
作
風
は
幅
広
い
。
こ

れ
に
続
く
福
原
五
岳
（
一
七
三
〇－

一
七
九
九
）
は
、
こ
こ
で
は
太
湖
石
と

竹
を
描
い
て
い
る
。
本
町
界
隈
に
住
み
、
や
は
り
蒹
葭
堂
と
交
流
し
た
画
家

で
、
号
が
五
岳
、
名
は
元
素
で
あ
る
。
京
で
池
大
雅
に
山
水
人
物
を
習
い
、

や
が
て
大
坂
に
出
て
大
雅
風
の
文
人
画
を
広
め
た
と
い
う
。
五
岳
の
交
際
範

囲
は
広
く
、
細
合
半
斎
、
中
井
竹
山
、
片
山
北
海
、
頼
春
水
、
慈
雲
尊
者
ほ

か
、
多
岐
に
わ
た
る
。
五
岳
は
人
物
画
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
、
大
雅
に
酷

似
す
る
や
わ
ら
か
い
線
描
の
人
物
図
も
あ
る
が
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の

《
巖
上
揮
毫
図
・
画
龍
点
晴
図
》（
双
幅
・
絹
本
著
色
）、《
酔
李
白
図
》（
絹
本

墨
画
淡
彩
）、《
寒
山
拾
得
》（
絹
本
墨
画
淡
彩
）
な
ど
を
検
討
す
る
と
分
か
る

よ
う
に
、
た
い
て
い
は
硬
質
の
線
描
を
特
徴
と
し
、
少
々
潤
い
に
欠
け
る
よ

う
で
あ
り
、
む
し
ろ
山
水
図
に
佳
品
が
あ
る
、
と
い
え
な
い
か
。
次
に
、
画

面
左
上
部
隅
に
「
松
に
水
仙
」
を
描
い
た
中
村
芳
中
（
生
没
年
不
詳
）
は
、

平
野
町
や
内
本
町
で
暮
ら
し
、
大
坂
琳
派
の
代
表
者
と
し
て
全
国
的
に
画
名

が
高
く
、
琳
派
風
の
た
ら
し
こ
み
の
技
法
は
絶
妙
で
あ
っ
た
。
光
琳
に
私
淑

し
た
と
い
う
が
、
そ
の
厚
み
の
あ
る
技
法
は
、
む
し
ろ
宗
達
を
想
起
さ
せ
る
。

し
ば
し
ば
贋
作
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
人
気
の
あ

っ
た
画
家
だ
と
推
測
で
き
る
。
蒹
葭
堂
と
の
交
流
で
重
要
な
事
跡
は
、『
蒹
葭

堂
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
正
月
十
一
日

に
、
芳
中
の
紹
介
で
青
木
木
米
が
蒹
葭
堂
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

芳
中
は
蒹
葭
堂
没
後
十
三
回
忌
展
に
《
白
象
図
》
を
出
品
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
小
画
面
の
扇
面
画
に
描
か
れ
た
各
々
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
い
わ
ゆ
る
文

人
画
の
定
石
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
細
合
半
斎
や
奥
田
元
継
ら
の
書
と

相
俟
っ
て
、
文
人
交
流
の
世
界
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
ご
く
親
し
い
友
人
、

知
人
の
あ
る
程
度
限
ら
れ
た
人
間
関
係
の
内
部
で
流
通
す
る
小
画
面
の
絵
画
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が
文
人
画
の
ひ
と
つ
の
特
質
だ
と
す
る
な
ら
、
こ
の
《
大
坂
文
人
合
作
扇
面
》

は
、
文
人
画
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
に
直
截
に
答
え
る
作
品
だ
と
い
っ
て

よ
い
。

　

最
後
に
、
画
面
左
下
隅
に
「
奉
時
」、
す
な
わ
ち
松
本
奉
時
が
筆
を
採
っ

た
。
お
そ
ら
く
こ
の
扇
面
画
の
構
成
は
、
大
坂
の
画
家
松
本
奉
時
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。
蟾
蜍
（
蝦
蟇
）
を
描
い
た
と
『
近
世
逸
人
画
史
』

（
岡
田
樗
軒
著
）
に
記
さ
れ
る
松
本
奉
時
は
、『
奉
時
清
玩
帖
』
と
名
付
け
た

画
帖
を
次
々
に
作
成
し
、
耳
鳥
齋
な
ど
大
坂
の
画
家
た
ち
を
紹
介
し
た
。
松

本
奉
時
は
、
し
ば
し
ば
掛
幅
、
画
帖
、
扇
面
画
な
ど
を
用
い
て
大
坂
の
画
家

た
ち
の
合
作
を
企
て
た
、
い
わ
ば
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
て
、
大
坂
画
壇

の
中
で
は
地
味
な
が
ら
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
蒹
葭
堂
と
の
親
し
い

関
係
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
画
面
で
は
、
各
々
小
さ
な
水
墨
画
が
比
較
的
丁

寧
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
松
本
奉
時
が
、
こ
の
扇
面
を
持
ち
歩
い
て

揮
毫
を
依
頼
し
、
完
成
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
と
め
役
と
し
て
画
面

左
下
隅
に
自
ら
の
絵
画
を
描
く
の
は
、
寄
書
の
き
ま
り
の
よ
う
な
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

続
い
て
す
で
に
述
べ
た
《
山
水
遊
漁
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年
蒹
葭
堂
展 
不

出
品
〕〔
図
44
〕
は
、
蒹
葭
堂
に
し
て
は
峻
厳
で
重
苦
し
い
作
風
の
絵
画
で
あ

る
。『
国
華
』
八
六
八
号
に
吉
澤
忠
氏
の
紹
介
文
が
あ
り
、
あ
か
る
く
爽
や
か

な
作
品
の
多
い
蒹
葭
堂
に
と
っ
て
は
珍
し
い
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
画
面
上

部
に
「
山
水
遊
漁　

巽
齋
」
の
墨
書
と
「
孔
」「
恭
」
の
白
文
連
印
を
捺
す
。

加
え
て
、
そ
の
左
に
は
貫
名
海
屋
に
よ
る
「
漁
人
網
集
澄
潭
下　

賈
客
舡
随

返
照
来
」
の
七
言
二
句
を
墨
書
し
て
い
る）

24
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。

　

続
い
て
二
点
の
小
品
の
山
水
図
を
紹
介
す
る
。
一
つ
は
紙
本
墨
画
《
山
水

図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
63
〕〔
図
45
〕、
も
う
一
点
は
《
秋
晩

山
水
図
》〔
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
64
〕〔
図
46
〕
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
船
を
伴
っ
た
情
景
で
あ
る
が
、
一
方
は
大
き
な
唐
船
で
、
他
方
は
小
舟

で
あ
る
。
ま
た
、
両
者
に
は
頂
上
が
台
形
の
平
地
に
さ
れ
た
小
山
が
見
ら
れ
、

こ
れ
も
蒹
葭
堂
が
好
ん
だ
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
奥
行
き
の
あ
る
風
景
も
ま

た
蒹
葭
堂
風
だ
と
い
っ
て
よ
い
。「
没
後
展
の
図
版
63
」
は
、
縦
二
七
・
〇
×

横
三
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
画
面
右
に
「
巽
齋
」
の
署
名
が
あ
り
、

「
世
」「
粛
」
の
朱
文
連
印
を
捺
す
。「
没
後
二
〇
〇
年 

蒹
葭
堂
展 

図
版
64
」

は
縦
二
八
・
〇
×
横
二
〇
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
画
面
右
に
「
巽
齋
写
」

の
署
名
が
あ
り
、「
世
」「
粛
」
の
朱
文
連
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
橋
爪
氏
の

指
摘
に
よ
れ
ば
、
唐
船
は
、「
張
万
選
が
編
じ
、
蕭
雲
従
が
描
い
た
版
本
『
太

平
山
水
図
』（
順
治
戊
子
序
）
の
「
萩
浦
帰
帆
図
」
よ
り
と
ら
れ
て
い
る
。）
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（

」

と
い
う
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
唐
船
は
、
そ
の
特
徴
の
あ
る
船
形
か
ら
、
長
州

の
萩
へ
入
港
し
た
十
八
世
紀
初
頭
の
大
型
中
国
船
だ
と
推
測
さ
れ
る）

26
（

。

　

こ
れ
ら
の
小
品
の
価
値
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
と
、
蒹
葭
堂
に
は
数
多

く
の
小
品
が
遺
存
し
て
い
る
。
豊
後
竹
田
に
生
ま
れ
、
大
坂
で
も
活
動
し
た

文
人
画
家
の
田
能
村
竹
田
は
、
蒹
葭
堂
に
つ
い
て
、「
山
水
蘭
竹
窠
石
の
小
幅

を
善
く
し
、
間
雅
清
隠
、
法
を
近
世
に
撫
す
。
其
の
意
蓋
し
自
ら
娯
し
む
に

在
り
て
必
ず
し
も
古
人
に
抗
衡
し
、
俱
に
上
乗
を
争
は
ず
。」（『
山
中
人
饒

舌
』）
と
述
べ
て
、
蒹
葭
堂
の
絵
画
は
、
小
品
に
お
い
て
大
い
に
価
値
が
あ



木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

二
五

る
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
と
関
連
す
る
水
田
紀
久
氏
に
よ
る
紹
介
記
事
で
あ
る
が
、
関
東
大
震

災
の
翌
年
の
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
、
胃
の
調
子
の
悪
い
芥
川
龍
之

介
が
、
京
都
の
国
立
博
物
館
の
陳
列
室
を
見
学
し
た
と
き
、
何
を
見
て
も
神

経
を
苛
立
た
せ
る
作
品
ば
か
り
だ
と
感
じ
た
が
、
そ
の
時
、
芥
川
の
目
の
前

に
蒹
葭
堂
の
「
小
さ
い
紙
本
の
山
水
」
が
現
れ
た
。
そ
の
小
品
を
見
た
芥
川

は
、「
僕
は
こ
の
山
水
を
眺
め
た
時
、
忽
ち
厚
い
硝
子
越
し
に
脈
々
た
る
春
風

の
伝
わ
る
の
を
感
じ
、
更
に
又
胃
嚢
に
漲
つ
た
酸
の
大
潮
の
や
う
に
干
上
る

の
を
感
じ
た
。）
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」
と
述
べ
、
蒹
葭
堂
が
描
い
た
小
品
の
山
水
図
を
称
え
た
と
い

う
。

　

す
な
わ
ち
、
蒹
葭
堂
に
よ
る
小
品
の
山
水
図
は
、
決
し
て
素
人
風
の
つ
ま

ら
な
い
旦
那
芸
の
絵
画
で
は
な
く
、
小
品
こ
そ
蒹
葭
堂
の
特
質
を
鮮
明
に
す

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
大
坂
の
文
人
画
は
、
文
人
仲
間
を
行
き
来
す
る
交

流
の
絵
画
、
す
な
わ
ち
、
個
人
の
た
め
の
心
の
籠
っ
た
絵
画
で
あ
る
。
こ
う

し
た
文
人
画
は
、
大
名
屋
敷
や
寺
院
を
飾
る
大
画
面
の
絵
画
と
は
、
本
来
、

制
作
の
意
味
が
異
な
っ
て
い
て
、
色
紙
や
画
帖
の
寸
法
に
近
い
小
画
面
を
好

む
。
そ
れ
が
明
末
に
「
文
人
之
画
」
を
提
唱
し
た
董
其
昌
の
主
張
に
よ
る
軽

快
な
「
自
娯
の
絵
画
」
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
江
戸
の
後
期
に
文
人
画
を

最
も
栄
え
さ
せ
た
大
坂
で
は
、
こ
う
し
た
小
画
面
の
絵
画
が
次
々
に
描
か
れ
、

大
き
な
芸
術
的
か
つ
精
神
的
な
価
値
、
す
な
わ
ち
、
文
人
趣
味
の
骨
格
を
つ

く
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
心
に
蒹
葭
堂
が
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

お
わ
り
に

　

蒹
葭
堂
の
絵
画
は
、
日
本
や
中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
画
家
た
ち
の
影
響
を
受

け
、
初
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
い
わ
ば
、
研
鑚
の
連
続
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
師
の
池
大
雅
の
教
え
を
軸
に
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
晩
年
に
向
け
て
徐
々
に
作
風
を
安
定
さ
せ
た
と
い
う
雰
囲
気
は
な
く
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
、
好
奇
心
に
満
ち
た
実
験
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
残
念
な
こ
と
は
、
四
十
歳
代
か
ら
五
十
歳
代
の
年
記
の
入
っ
た

蒹
葭
堂
作
品
が
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
蒹
葭
堂
の
本
格
的

な
画
業
を
理
解
す
る
こ
と
が
い
さ
さ
か
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

初
期
の
蒹
葭
堂
は
、
師
の
鶴
亭
、
池
大
雅
、
柳
沢
淇
園
ら
の
絵
画
の
影
響

を
直
接
に
受
け
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
文
人
趣
味
あ
ふ
れ
る
絵

画
を
描
き
続
け
た
。
そ
の
間
、
長
崎
に
や
っ
て
来
た
沈
南
蘋
、
そ
の
門
下
の

鄭
培
、
宋
の
米
友
仁
、
明
代
の
仇
英
、
明
末
清
初
の
藍
瑛
を
は
じ
め
、
多
く

の
中
国
人
画
家
の
絵
画
を
研
究
し
、
幅
広
く
制
作
を
行
っ
た
と
結
論
づ
け
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

長
崎
派
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
鶴
亭
と
大
雅
の
影
響
は
生

涯
続
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
方
で
後
年
に
は
伊
藤
若
冲
や
宋
紫
石
ら
と
の

交
流
を
仄
め
か
す
作
品
も
遺
存
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鶴
亭
の
影
響
が
蒹
葭

堂
の
晩
年
ま
で
及
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
不
明

な
点
が
多
々
あ
り
、
蒹
葭
堂
晩
年
の
長
崎
派
風
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
鶴
亭

の
み
な
ら
ず
宋
紫
石
ら
の
南
蘋
派
・
長
崎
派
の
影
響
を
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
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い
。
橋
爪
氏
が
主
張
す
る
宋
紫
石
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
決
定
的
な
証
拠
物

件
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、
状
況
証
拠
が
遺
存

し
て
い
る
の
で
、
宋
紫
石
が
蒹
葭
堂
に
影
響
を
与
え
た
、
と
主
張
す
る
こ
と

は
そ
れ
ほ
ど
無
理
が
な
い
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
寛
政
期
（
一
七
八
九－

一
八
〇
一
）
以
後
の
晩
年
の
蒹

葭
堂
が
、
宋
紫
石
に
関
わ
ら
ず
、
広
範
囲
の
南
蘋
派
、
長
崎
派
に
強
い
関
心

を
抱
き
、
か
な
り
写
生
的
な
画
風
を
前
進
さ
せ
て
、
画
技
に
お
い
て
大
き
な

進
歩
を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
南
蘋
風

の
「
写
実
の
技
法
」
と
い
う
点
に
絞
っ
て
述
べ
る
と
、
蒹
葭
堂
の
写
実
、
い

や
写
生
的
技
法
は
、
若
い
時
期
と
は
異
な
っ
て
、
後
年
に
お
い
て
は
、
円
熟

と
い
っ
て
も
よ
い
一
定
の
水
準
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。
寛
政
九
年
（
一
七
九

七
）
六
十
二
歳
頃
の
花
鳥
画
、
す
な
わ
ち
、《
花
蝶
之
図
》
や
《
茘
枝
小
禽

図
》
が
そ
の
こ
と
を
明
白
に
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
生
涯
に
わ

た
る
蒹
葭
堂
の
画
業
を
俯
瞰
的
に
眺
め
た
と
き
に
、
写
生
に
基
づ
く
画
技
の

円
熟
は
、
見
逃
せ
な
い
特
質
と
し
て
顕
在
化
す
る
足
跡
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
貴
重
な
小
画
面
の
絵
画
な
ど
、
味
の
あ
る
文
人
画
の
小
品

を
も
含
め
て
、
蒹
葭
堂
の
こ
と
を
旦
那
芸
の
素
人
画
家
と
安
直
に
呼
ぶ
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
不
当
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

注（
1
）  

大
阪
歴
史
博
物
館
編
『
特
別
展 

没
後
二
〇
〇
年
記
念 

な
に
わ
知
の
巨
人 

木
村

蒹
葭
堂
』、
思
文
閣
出
版
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）、
一
三
八－

一
四
三
頁
。

（
2
）  

同
書
、
松
浦
清
「
画
人
『
弘
恭
』
蒹
葭
堂
に
関
す
る
試
論
」、
一
四
七－

一
五
〇

頁
。

（
3
）  

同
書
、
松
浦
清
、
一
七
四
頁
。

（
4
）  

吉
澤
忠
「
木
村
蒹
葭
堂
筆　

山
水
遊
漁
圖
」、『
國
華
』
八
六
八
号
、
二
五
頁
。

（
5
）  

前
掲
書
、
松
浦
清
、
一
七
四－

一
七
五
頁
。

（
6
）  

前
掲
書
、
橋
爪
節
也
、
一
七
五
頁
。

（
7
）  

同
書
、
一
七
六
頁
。

（
8
）  

近
藤
壮
「
新
出
の
木
村
蒹
葭
堂
《
名
花
十
二
客
画
帖
》
と
青
木
木
米
」、『
美
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
二
十
六
号
、
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
刊
行
会
、
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一
二
）、
四－

九
頁
。

（
9
）  

前
掲
書
、
橋
爪
節
也
、
一
七
七
頁
。

（
10
）  

神
戸
市
立
博
物
館
編
『
花
と
鳥
た
ち
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
―
江
戸
時
代
長
崎
派
の
花

鳥
画
―
』、
神
戸
市
立
博
物
館
、
神
戸
新
聞
社
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）、
三
六

頁
。

（
11
）  

中
谷
伸
生
『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
―
岡
倉
天
心
か
ら
東
ア
ジ
ア

美
術
史
の
構
想
へ
―
』、
醍
醐
書
房
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
一
六
頁
。

（
12
）  

前
掲
書
、
橋
爪
節
也
、
一
七
七
頁
。

（
13
）  

前
掲
書
、
松
浦
清
、
一
七
八
頁
。

（
14
）  

山
岡
泰
造
「
大
坂
の
文
人
と
書
画
」、『
関
西
大
学
所
蔵 

大
坂
画
壇
目
録
』、
関

西
大
学
図
書
館
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）、
一
〇
二
頁
。

（
15
）  

前
掲
書
、
橋
爪
節
也
、
一
七
八－

一
七
九
頁
。

（
16
）  

前
掲
書
、
松
浦
清
、
一
七
七－

一
七
八
頁
。

（
17
）  

前
掲
書
、
橋
爪
節
也
、
一
七
九
頁
。

（
18
）  

前
掲
書
、
松
浦
清
、
一
七
五
頁
。

（
19
）  

前
掲
書
、
橋
爪
節
也
、
一
七
八
頁
。

（
20
）  

同
書
、
橋
爪
節
也
、
一
七
八
頁
。

（
21
）  

同
書
、
橋
爪
節
也
、
一
七
七
頁
。

（
22
）  
同
書
、
橋
爪
節
也
、
一
七
七
頁
。

（
23
）  
中
谷
伸
生
「
大
坂
の
絵
画
・
蒹
葭
堂
と
そ
の
周
辺
」、『
日
本
思
想
史
学
』、
日
本

思
想
史
学
会
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）、
七－

一
五
頁
。
前
掲
書
、
中
谷
伸
生
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二
七

『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
』、
二
五
一－

二
五
五
頁
。

（
24
）  

前
掲
書
、
吉
澤
忠
『
國
華
』、
二
五
頁
。

（
25
）  

前
掲
書
、
橋
爪
節
也
、
一
七
六
頁
。

（
26
）  
唐
船
に
つ
い
て
は
、
松
浦
章
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
27
）  
水
田
紀
久
『
水
の
中
央
に
在
り 

木
村
蒹
葭
堂
研
究
』、
岩
波
書
店
、
平
成
十
四

年
（
二
〇
〇
二
）
年
、
二
九
頁
。
芥
川
龍
之
介
『
芥
川
龍
之
介
全
集
（
第
六
巻
）』。

岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
三
六
六
頁
。

【
付
記
】
本
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
山
岡
泰
造
氏
よ
り
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
本
稿
を
脱
稿
し
た
後
、
関
西
大
学

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
で
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
鶴
見
女
子
大
学
教
授
（
元
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
長
）
の
金
文
京
氏
に
よ
る
新
た
な
蒹
葭
堂
初
期
作
品
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
が
、
こ
の
海
外
に
遺
存
す
る
作
品
の
紹
介
は
、
金
氏
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
成
果
で
あ
る
た
め
、
本
論
で
は
こ
の
蒹
葭
堂
作
品
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
を
控
え

た
。



二
八

　

2　

山
水
図　

宝
暦
十
年
頃
（
一
七
六
〇
頃
）
二
十
歳
代
初
頭
か
ら
三
十
歳

　

3　

山
水
図　

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
二
十
四
歳

一
、
蒹
葭
堂
の
初
期
作
品

　

1　

桃
花
図　

神
戸
市
立
博
物
館　

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
二
十
二
歳

　

4　

  

夜
深
斜
舫
月
図　

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
か
ら

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
二
十
歳
代
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二
、
蒹
葭
堂
の
三
十
歳
代
前
半
の
作
品

　

5　

藍
瑛
模
山
水
図　

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
三
十
二
歳

　

7　

  

山
水
図
（
明
和
南
宗
画
帖
）
東
京
国
立
博
物
館　

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
三
十
四
歳

　

6　

  

山
水
図
長
巻　

明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
三
十
二
歳

　

8　

牡
丹
図　

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
三
十
四
歳



三
〇

　

13　

枇
杷
に
小
禽
図

（
花
鳥
人
物
画
帖
の
内
）

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

六
十
二
歳

四
、
蒹
葭
堂
の
六
十
歳
代
前
半
（
晩
年
）
の
作
品

　

11　

山
水
図　

関
西
大
学
図
書
館　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
六
十
一
歳

　

10　

米
法
山
水
図　

関
西
大
学
図
書
館　

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
五
十
一
歳

三
、
蒹
葭
堂
四
十
歳
代
後
半
か
ら
五
十
歳
代
前
半
の
作
品

　

9　

夏
山
欲
雨
図　

天
明
四
年
頃
（
一
七
八
四
頃
）
四
十
九
歳
頃

　

12　

名
花
十
二
客
画
帖　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
六
十
一
歳



木
村
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一

　

16　

山
水
図　

大
阪
歴
史
博
物
館　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
六
十
二
歳

　

15　

花
蝶
之
図　

関
西
大
学
図
書
館　

寛
政
九
年
頃
（
一
七
九
七
頃
）
六
十
二
歳
頃

　

14　

枝
小
禽
図　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
六
十
二
歳

　

17　

独
釣
図　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
六
十
二
歳



三
二

　

24　

墨
菊
図　

寛
政
十
年
頃
（
一
七
九
八
頃
）
六
十
三
歳
頃

　

23　

墨
竹
図　

寛
政
十
二
年
頃

（
一
八
〇
〇
頃
）
六
十
五
歳
頃

　

22　

墨
梅
図　

寛
政
十
二
年
頃

（
一
八
〇
〇
頃
）
六
十
五
歳
頃

　

21　

墨
梅
図　

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
六
十
五
歳

　

20　

渓
山
訪
友
図　

寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
六
十
五
歳

　

19　

山
水
図　

大
阪
市
立
美
術
館

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

六
十
四
歳

　

18　

諸
名
家
合
作
（
松
本
奉
時
に
依
る
）　

寛
政
八
年
か
ら
十
年

（
一
七
九
六
か
ら
一
七
九
八
）
六
十
一
歳
か
ら
六
十
三
歳
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26　

仏
手
柑
図　

寛
政
九
年
頃
（
一
七
九
七
頃
）
六
十
二
歳
頃

　

25　

墨
梅
図　

寛
政
十
二
年
頃
（
一
八
〇
〇
頃
）
六
十
五
歳
頃

　

28　

岩
に
水
仙
図　

晩
年

　

27　

渓
間
孤
亭
図　

大
阪
歴
史
博
物
館　

寛
政
九
年
頃
（
一
七
九
七
頃
）
六
十
二
歳
頃

　

29　

竹
石
図　

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
六
十
六
歳



三
四

五
、
蒹
葭
堂
に
よ
る
年
記
の
な
い
作
品
（
あ
る
い
は
制
作
年
不
明
の
作
品
）

　

30　

青
緑
山
水
図

　

32　

竹
窓
煎
茶
図

　

31　

西
園
雅
集
図

　

34　

飛
瀑
響
雲
図

　

33　

箕
山
瀑
布
図　

大
阪
歴
史
博
物
館

　

35　

墨
竹
図
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五

　

36　

墨
竹
図

　

38　

岩
蘭
図

　

40　

蔬
菜
図

　

37　

古
木
竹
石
図

　

39　

蘭
図

　

41　

巌
頭
遊
蟲
図



三
六

　

46　

秋
晩
山
水
図

　

43　

  

大
坂
文
人
合
作
扇
面　

関
西
大
学
図
書
館

　

45　

山
水
図

　

42　

松
に
岩
図

　

44　

山
水
遊
漁
図



木
村
蒹
葭
堂
の
絵
画
を
貫
く
も
の

三
七

Continuity in the paintings of Kimura Kenkado

NAKATANI Nobuo

 The paintings of Kimura Kenkado（1736‒1802） were infl uenced by a variety 
of both Japanese and Chinese artists, and his work from his earliest days to 
his fi nal years can be thought of as an ongoing research project. It is clear 
that its core was formed by the teachings of his mentor, Ike no Taiga, but 
even in his later years there is no sense that he had gradually arrived at an 
established style; his whole life as an artist seems to have been a series of 
experiments powered by his boundless curiosity. Unfortunately, since almost 
none of Kenkado’s skilled works from his 40s and 50s have been found, there 
are diffi  culties in reaching an understanding of his mature work.  
 In the fi rst phase of his career as a painter Kenkado was directly 
infl uenced by his teachers, Kakutei（1722‒85）, Ike no Taiga（1723‒1776）, and 
Yanagisawa Kien（1703‒1758）, and through a process of trial and error, he 
built up a body of work steeped in the sensibility of literati painting 
(bunjinga). We may conclude that during this time he studied the works of 
many Chinese painters and engaged in a broad range of artistic production. 
 The infl uence of Kakutei and Taiga appears to have remained with him 
all his life, but in his later years he also produced a body of works that give 
us a glimpse of his interactions with other artists, such as Ito Jakuchu（1703‒
1758） and So Shiseki（1715‒1786）. Particularly noteworthy is the major 
advance toward a naturalistic painterly technique that Kenkado achieved in his 
later years, from the Kansei period (1789‒1801) onward, as he developed a 
strong interest, not only in So Shiseki, but more broadly in the Shen Quan（沈
銓1682‒1760） and Nagasaki schools. In other words, at least as far as the 
Shen Quan mode of realism is concerned, Kenkado’s realistic, or perhaps we 
should say naturalistic, technique reached a certain level of maturity quite 
diff erent from that of his youth. In short, even with regard to his tasteful 
minor works of the bunjinga genre, it would be unjust to label Kenkado as an 
amateur or dilettante painter.

キーワード： 木村蒹葭堂（KIMURA Kenkado）、鶴亭（KAKUTEI）、池大雅（IKE 
Taiga）、大坂画壇（Osaka Painting School）、長崎派（Nagasaki 
Painting School）


